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チ
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方

制

一

シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
が
獨
逸
地
方
制
の
先
騙
者
的
意
義
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
屡

々
指
摘
さ
れ
る
虚
で
あ
る
、
當
時
の

獨
逸

ー

プ

ロ
イ
ゼ
ン
が
何
故
に
か
く
の
如
き
市
制
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
が
つ
た
か
を
検
・討
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
の
根

本
問
題
を
明
か
に
す
る
に
極
め
て
重
要
.で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
こ
　
に
獨
逸

自
治
行
政

の
新
な
発

足
點
が
あ
る
と
共
に
、
凡
そ
、

そ
の
以
後
の
地
方
制
は
殆
ど
す
べ
て
こ
れ
を
模
倣
し
て
立
案
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
點
に
於
い
て
、
日
本
地
方
制
も
亦
獨
逸

　

地
方
制
の
影
響
を
う
け
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
、
從
つ
て
、

シ
ュ
タ
イ

ン
地
方
制
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
、
間
接

に
、
日
本
地
方
制
・の
意
義
を
知
る
に
極
め
て
暗
示
的
で
あ
る
、
シ
ュタ
イ
ン
市
制
に
就
い
て
は
、
既
に
、
若
干
、
別
稿

「
自
治
樫

の
史
的

発
展

」
に
於

い
て
こ
れ
を
明
か
に
し
て
を
い
た
が
、
今
改
め
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想

に
就
い
て
稿
を
お
こ

し
た
の
は
、
別
に
、
こ
の
問
題
だ
け
を
取
り
上
げ
た
い
た
め
に
外
な
ら
な
い
、
特
に
、
こ
の
場
合
に
於
い
て
は
、
ギ
ル
ケ

が

一
九
〇
の

九
年

一
月
二
十
七
日
伯
林
大
學
に
於
い
て
獨
逸

皇
帝
及
び
獨
逸

皇
后
誕
生
睨
賀
記
念
講
演
を
持

つ
た
時

の
主
題

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
を

基
礎
と
し
て
、
シ
・
タ
イ
ン
及
び
そ
の
市
制
を
討
究
し
、
併
せ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
と
ナ
チ
ス
地
方
制
と
の
閣
係
を
究
明
し
た
い
の

で
あ
る
。

シ
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根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第

六
巻

第

二
號

六
〇
)

四

鈎

公
爵
山
縣

有
朋
傳
中
巻

一
〇

一
二
頁
以
下

關

一
博

士

「、都
市
政
策

の
理
論
と
賀
際
』

二
頁
以
下

、

②
G
i
e
r
k
e
 
O
.
,
 
I
)
i
e
 
S
t
e
i
n
s
c
h
e
 
S
t
<
i
d
t
e
o
r
d
n
u
n
g
.
 
1
9
0
9
.

ニ

ギ

ル
ケ

に

依

れ

ば

、

シ

ュ
タ

イ

ン
市

制

の
公
布

は

エ
ポ

ッ
ク

・
メ

ー

キ

ン
グ

の
結

果

を

示

し

た

の

で

あ

る
、

實

に
、
シ
ュ
タ
イ
ン

市

制

は
、

凋

逸
國

土

に

於

い

て
、

最

初

に
、

そ

の
失

は

れ

た

る
市

自

治

を
近

代

的
基

礎

の

上

に
回

復

し

た

も

の

で

あ

っ

て
、
独
立

的

地
方
團
體

の
復

興

に
対
し

て

そ

の
機

因

と
實

例

と

を

示

し

た

も

の
で

あ

る
、

唯

こ

の
場

合

に

於

い
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン

市

制

の

あ

ら

ゆ

る

考
察

の
出
褒

黙

は

、

市

制

創

案

者

た
る

シ

ュ
タ

イ

ン
そ

の
も

の

玉
人

物

を

理

解

す

る

こ
と

に

こ
れ

を

置

く

こ

と

が
、

常

に
必

要

で

あ

る
、
何

と
な

れ

ば

、

一
八

〇

八
年

の
市

制

は
シ
ュ
タ
イ
ン

そ

の
も

の

玉
事

業

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

、

こ

の
意

味

に
於

い

て
、

こ

の

一
八

〇

八

年

の

市
制

を

シ
ュ
タ

イ

ン
市

制

と
呼

ぶ

こ

と

は
最

も
適

切

で

あ

る

。

然

ら
ば

、

シ

ュ
タ

イ

ン
の

人
物

如

何

、
ギ
ル
ケ

は

シ
ュ
タ

イ

ン
を

評

し

て
、

シ

ュ
タ

イ

ン
の
性

格

は
特

異

的

で

あ

つ
て
、

普

逓

人

の

尺

度

を

以

て

は
到

底

推

し

量

り
得

な

い
人

物

で

あ

る

と

云

つ
て

ゐ

る
。

そ

こ

で
、

先

づ

シ
ュ
タ

イ

ン
の
生

涯

を

み

よ
う

。

シ
ュ
タ
イ

ン
は

一
七

五

七
年

十
月

二

十

六

日
奮

帝

國

直

厨

の
騎

士

た

る
身

分

を

持

つ
家

の
息

と

し

て

ナ

ッ
ソ

ー

(
N
a
s
s
a
u

)

の
奮

家

に
生

れ

た
、

一
七

七

三
年

か

ら

七

七
年

ま

で
C
o
t
t
i
n
g
e
n
で
法

律

學

の
研

究

に
從

つ
た

後

、
W
e
t
z
l
a
r
の
帝

國

裁

判

所

(
R
e
i
c
h
s
-

k
a
.
n
Y
n
e
 
-
g
e
r
i
c
h
t

)

の
見

脅
属

と

な

つ
た

の

が
任

官

の
最

初

で

あ

る
、

そ

こ

で

、

南
獨
逸

及

び
墳

國

に
長

い
旅
行

を

持

つ
た

後

、

一

七

八

〇

年
始

め

て

プ

ロ
イ

セ

ン
王
國

の
行

政

官

と
な

つ
た

、
彼

を

し

て
プ

ロ
引

セ

ン
王
國

の
行

政

に
從

事

せ

し

め

る

よ
う

に
な

つ
た



の
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
偉
大
さ
と
、
プ

ロ
イ
セ
ン
行
政
の
整
備
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
と
に
敬
服
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
更
に
深

い
理
由
と
し
て
、
若

い
シ
ュ
タ
イ
ン

が
蕉
帝
國
直
厨
の
騎
士
た
る
家
の
出
身
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
く
る
政
治
的
理
想
が
凋
逸
的

で
あ
つ
た
と
い
ふ
た
め
で
あ
る
、

「
自
分
ぱ
唯
ゝ

一
つ
の
組
國

の
み
を
知
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
租
國
は
全
獨
逸

で
あ
つ
て
、
決
し
て
猫

逸

の
一
部
分
で
な
い
」
と
.云
ふ
の
が
彼
の
青
年
時
代
を
貫
い
た
主
張
で
あ
つ
た
、
そ
こ
で
、
弧
力
な
中
央
集
構

の
下
に

一
髄
と
な
る

獨
逸

帝
國

の
再
建
と
い
ふ
こ
と
が
彼
の
理
想
で
あ
つ
た
、
即
ち
、

一
七
八
〇
年
.
彼
は
、
補
助
官
と
し
て
H
e
i
n
i
t
z

の
下
に
鑛
山
行

政
翼
務
に
從
事
す
る
に
至

つ
た
、
一
七
八
五
年
、
暫
く
ザ
ク
セ
ン
に
於

い
て
外
交
事
務
に
從
事
し
た
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
外
交
閥
題

の
よ
う
に
、
國
の
中
心
部
分
と
離
れ
た
事
務
に
参
加
す
る
こ
と
ぱ
自
分

の
素
志
で
な

い
と
し
て
、
再
び
W
e
t
t
e
rに
師
つ
た
、

一
七

八
七
年
H
e
i
n
i
t
z
に
依

つ
て
H
a
m
m

の
軍
需
及
び
領
地
局
副
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
い
に
功
績
を
あ
げ
、

一
年
後
に
は
E
l
b
e

の

所
長
と
な
り
、

一
七
九
三
年
に
は
早
く
も
そ
の
総
裁
に
任
ぜ
ら
れ
た
、
こ
の
年
シ
ュ
タ
イ
ン
は

ハ
ノ
ー
ヴ

ァ
ー
勤
務
の

一
將
軍
の
娘

W
i
l
h
e
h
n
i
n
e
 
v
o
n
 
W
a
l
t
m
o
d
e
n

と
結
婚
し
た
。

一
七
九
六
年
に
は
全
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
局
の
総
裁
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
く
そ
の
業
績

を
あ
げ
る
に
至

つ
た
、
實
に
今
日
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド

・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
於
け
る
こ
の
十
八
年
闇
の
努
力

は
シ

ュ
タ
イ
ン
を
し

て
農
民
解
放
の
重
要

さ
を
感
ぜ
し
め
た
、
即
ち
、
こ
の
地
方
の
大
小
の
農
民
は
往
昔
か
ら
隷
厨
農
奴
に
対
し
自

由
人
と
し
て
自
由
な

土
地
に
婬

つ
て
経
済
的
に
且
文
化
的
に
独
立

に
発
達
し
、
且
地
方
團
腱
の
事
務
を
自
ら
虚
理
し
て
ゐ
た
、
特

に
E
l
b
e

地
方
の
等

族
者

(
S
t
a
n
d
e

)
は
課
税
及
び
支
出
に
關
し
て
は
殆
ど
立
憲
的
議
會
の
よ
う
な
制
度
を
持

つ
て
ゐ
た
こ
と
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
を
し
て
、

決
定
樫
を
持
つ
た
人
民
の
、行
政

へ
の
協
力
が
全
髄
的
発
展

の
た
め
に
は
、
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
か
を
深
く
認
識
せ
し
め
た
、
か
く

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(字
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

六
一
)

五



シ
凸
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
字
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

六
二
)

六

し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
英
國
に
工
場
及
び
鑛
業
覗
察
の
旅
行

を
持

つ
に
至

つ
た
が
、
そ
こ
に
於
い
て
も
亦
國

務

一
般
の
指
導
に
際
し

て
人
民
が
責
任
を
持

つ
て
協
力
す
る
こ
と
、
及
び
國
務
の
執
行
を
國
全
体

の
自
然
的
執
行
機
…關
と
し
て
の
地
方
団
体

及
び
地
方
團
體

聯
合
に
根
本
的
に
委
任
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
価
値

あ
る
も
の
か
を
深
く
看
取
し
た
、
時
に
、
甑
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
革
命
の

職
端
が
切
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
ラ
イ
ン
に
於
い
て
こ
れ
を
最
も
近
く
髄
験
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
被
塵
迫
人
民

の
自
由

へ
の
突
進
を
深

い
理
解
を
以
て
眺
め
る
こ
と
が
出
來
た
、
元
よ
り
、

シ
ュ
タ
イ
ン
は
彼
の
道
徳
的
欲
求
の
重
塵
か
ら
革
命
的
暴
力
行
爲
を
嫌
悪
し
た

が
、
し
か
し
乍
ら
、
統

一
的
理
想
に
燃
え
立
っ
た
國
民
の
う
ち
に
は
い
か
に
恐
る
べ
き
力
が
内
在
す
る
か
、
又

一
般
大
衆
の
血
と
肉

と
の
う
ち
に
し
み
こ
ん
だ
國
民
的
理
想
が
、
他
の
場
台
に
於

い
て
は
不
可
能
と
考

へ
ら
れ
る
活
動
を
、
い
か
な
る
程
度
ま
で
途
行
し

得

る
か
と
云
ふ
こ
と
を
深
く
明
か
に
感
知
し
た
。

一
八
〇
四
年
十
月
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
國
務
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
當
時
既
に
封
外
関
係

が
急
迫
を
告
げ

て
ゐ
た
、

シ
ュ
タ
イ
ン
は

プ

ロ
イ
セ
ン
の
封
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
豫
知
し
、

一
八
〇
五
年
十
月
二
十
六
日
、
國

王
に
対
し

財
政
封
策

を
確
立
し
て
以
て
戦
備
を
計
る
べ
き
旨
の
覚
書

を
提
出
し
て
ゐ
た
が
、
尭
に
A
u
s
t
e
r
l
i
t
z

の
三
帝
会
議
に
於

い
て
プ

ロ
イ
セ
ン
は
敗

北
し
、
届
辱
的
購
和
を
結
ぶ
に
至
つ
た
、
こ
の
こ
と
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
を
し
て
深
く
刺
戟
し
た
が
、
プ

ロ
イ

セ
ン
に
対
す

る
信
頼
は

決
し
て
失
は
れ
な
か

つ
た
の
み
で
な
く
、
プ

ロ
イ
セ
ン
二
十
五
年

の
勤
務
か
ら
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
中
橿
は
爾
健
在
で
あ
つ
た
に
拘
ら

す
、

唯
、

そ
の
こ
れ
を
指
導
す
る
者
が
誤
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
、

感
ぜ
し
め
た
。
そ
こ
で
、

彼
は
國
家

の
指
導
的
中
心
機
關

の
根
本

的
改
革
を
企
圃
し
、

一
八
〇
六
年
四
月
末
、
國
王
に
対
し

内
閣
制
度

に
關
す
る
上
申
書

(
E
n
t
w
u
r
f
 
z
u
 
 
e
i
n
e
m
 
S
c
h
r
e
i
b
e
n
 
a
n



を
奉
ら
う
と
欲
し
た
、
こ
れ
は
從
來
の
内
閣
組
織
の
欠
陥
を
指
摘
し
内
閣
制
度
改

革

の
緊
急
を
陳
述
し
た
も
の
で
あ
る
、

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
れ
を
先
づ
彼

の
友
人
に
し
て
國
務
大
臣
た
る

將
軍

及
び
伯
爵

最
後
に
そ
の
信
任
を
得
て
ゐ
る
皇
后

P
ξ
ω。
に
提
示
し
た
。
し
か
し
乍

ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の

者
は
シ
ュ
タ
イ
ン
が
國
王
に
対
し

上
中
書
を
奉
る
こ
と
を
諌
止
し
た
、
何
と
な
れ
ば
、
彼
等
は
、
國
王
の
氣
質
か
ら
判
断
し
て
、
上

申
書
は
何
等
効
渠
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
寧
ろ
反
対

に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
罷
冤
を
み
る
に
至
る
で
あ
ら
う
が
、

こ
れ
は
極
力
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

へ
た
と
共

に
、

一
面
、
人
は
シ
ェ
タ
イ
ン
が
そ
の
奮
家

の
出
身
な
る
が
故
に
、
上
中
書
に
於
い
て
、
國
王
を

自
分
と
同
格
に
取
扱
つ
た
と
非
難
し
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
こ
で
シ
ュ
タ
イ
ン
も
こ
れ
ら
の
意
見
に
從

つ
て
國

王
に
対
し

上
申
書
を
奉

ら
な
か
つ
た
。

一
方
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争
は
釜

々
急
迫
を
告
げ
、

一
八
〇
六
年
十
月
十
四
日
に

及
び

の
職
で
プ

ロ
イ
セ

ン
寛
に
勝
利
を
失
ひ
國
内
は
粉
齪
し
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
戦
後
虚
置
に
奔
走
し
て
ゐ
た
處
、國
王
に
依
つ
て
外
務
大
臣
の
椅
子
を
與

へ

ら
れ
ん
と
し
た
た
め
こ
れ
を
拒
否
し
た
、
何
と
な
れ
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
國
内
行
政
に
專
心
す
る
こ
と
を
以
て
不
可
欠
と
し
た
か
ら

で
あ
る
、
そ
こ
で
彼
は
自
ら
の
代
り
に

を
國
王
に
対
し
推
薦
し
た
、
別
に
叉
、
十
二
月
三
日
國
王
に
対
し

、
内
閣
制

度
改
造
に
關
す
る
上
申
書

を
奉

つ
た
が
國
王
の
容
れ
る

處
で
な
か
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
十
二
月
十
九
日
に
シ
ュ
タ
イ
ン
を
内
務
大
臣
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
從
來
の
内
閣

制
度
の
存
続
す
る
限
り
飽

く
ま
で
こ
れ
を
拒
否
す
る
決
心
を
し
た
、

一
方
、

フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
釜

々
進
出
せ
ん
と
し
た
の
で
、
國
王

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
り
根
本
田心想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
巻

第
二
號

藷
六
三
)

七

den  K
onig uber die K

abinettsregierung)

R
achel

H
ardenberg

L
uise

Schroetter
von

Iena
A

uerstiidt

H
ardenberg

(E
ingabe an den K

onig uber. die U
m

bildung des K
abinetts)



シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
谷

第
二
巷

、ま
ハ
四
)

八

は

一
八
〇
七
年

一
月
三
日
M
e
m
e
l
に
退
却
し
た
時
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ぱ
病
中
に
も
拘
ら
す
深
夜
こ
れ
に
属
從
し
よ
う
と
し
た
、
こ
の

夕
、
國
王
は
シ
ュタ
イ
ン
に
対
し
特

に
親
書
を
與

へ
ら
れ
た
、
そ
の
親
書
は
シ
ュタ
イ
ン
の
個
性
を
卒
直
に
云

ひ
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
、

因
王
は
こ
う
云
は
れ
て
ゐ
る
、
自
分
は
嘗
て
汝
に
対
し
偏
見
を
持

つ
て
ゐ
た
、
成
程
、
汝
は
思
慮
と
技
能
と
を
象
ね
備

へ
大
い
た
る

思
想
を
追
ふ
尺
物
と
考

へ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、

エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
天
才
的
な
庵
が
あ
る
、
約
言
す

る
と
、
汝
は
常
に
自
己

の
意
見
を
其
理
な
り
と
考

へ
て
ゐ
る
が
故
に
、
接
燭
面
の
多
い

一
局
所
で
事
務
家
と
し
て
あ
る
こ
と
は
出
來
な
い
、
し
か
し
、
今
や

自
分
ぱ
こ
の
偏
見
を
棄
て
た
、
だ
が
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
現
在
汝
に
依

つ
て
叩
き
つ
ぶ
さ
れ
た
人
達
は
嘗
て
汝
の
最
も
彊
力
な
代
辮

者
で
あ

つ
た
こ
と
で
あ
る
、
し
か
し
て
自
分
も
亦
譲
歩
し
た
、
即
ち
、
自
分
も
亦
汝

の
指
導
を
以
て
模
範
的

と
確
信
す
る
に
至
つ
た

か
ら
、
今
後
充
分
な
る
活
動
を
な
し
得
る
や
う
に
汝
を
自
分
の
近
く
に
引
き
つ
け
て
置
き
た

い
、
云
々
と
。
し
か
し
、

シ
ュ
タ
イ
ン

は
党
に
故
郷
な
る
ナ
ッ
ソ
ー
の
家
に
陰
退
し
た
、
が
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
古
い
官
治
國
家
に
代
つ
て
、
桑
共
事
業

の
指
導
に
責
任
を
持

つ

て
参
加
す
る
と
い
ふ
自
由
な
る
市
民

(
B
u
r
g
e
r

)
の
國
家
が
あ
ら
は
れ
ん
と
す
る
重
大
な
場
合
に
は
、
か
く

の
如
昏
動
揺

の
あ
ろ
こ

と
も
亦
止
む
を
得
な
い
と
信
じ
た
、
彼
は
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g

に
手
紙
を
寄
せ
て
こ
う
云
つ
て
ゐ
る
、
人
間

的
活
動

の
発
展
を
阻
害
す
る

官
治
主
義
の
鐵
鎖
を
破
壊
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
、
國
民
は
自
己
の
周
有
事
務
を
自
ら
行
政
し
得

る
よ
う
に
、
而
し
て
、

常
に
不
安
定
に
し
て
世
話
好
き
な
政
府
に
依
つ
て
束
縛
さ
れ
る
虎
の
小
児
的
歌
熊
を
脱
出
し
得
る
よ
う
に
、
仕
組
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
。
シ
ュ
タ
イ
ン

の
こ
の
思
想
と
こ
の
意
圃
の
結
果
は
、

一
八
〇

七
年
六
口
の
右
名
な
ナ
ッ
ソ
ー
覚
書

(
D
i
e
 
N
a
s
s
a
u
i
s
c
h
e

D
e
n
k
s
c
h
r
i
f
t

)
と
な

つ
て
あ
ら
は
れ
」.匹
、
シ

ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
覚
書
を
若
干
の
友
人
殊
に
F
a
r
c
n
b
e
r
g

に
逡

り
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g

は



㎡
、に
ご
航
を
皇
后
L
u
i
s
e

方
法
に
依

つ
て
の
み
租
國
救
濟
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
更
に
こ
の
大

憲
業
を
決
行
し
得
る
者

は
唯
、
シ
ェ
タ
イ
ン
の
み
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

一
方
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
運
命
は
党
に
極
ま
り
、

一
八
〇
七
年
七
月
九
日
T
i
l
s
i
t
に
於

い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
届
辱
的
購
和
を
な
し

た
、
こ
れ
に
依

つ
て
、
シ
一、タ
ィ
ン
浪
陰
後
、
國
務
を
司
つ
た
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g

は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
反
佛
政
策

の
頭
梁
と
し
て
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
憤
激
を
買
ひ
罷
免
さ
れ
て
プ

ロ
イ
セ
ン
國
外
に
退
去
せ
し
め
ら
れ
た
、
こ
」
に
於
い
て
、
プ

ロ
イ
セ

ン
を
救
ふ
者
は

シ
ュ
タ

イ

ン
の
み
で
あ
つ
た
、
し
か
し
、
國
王
は
從
來
の
反
シ
ュ
タ
イ
ン
感
情
を
清
算
し
得
な
か
つ
た
が
、
先
づ
ナ
ポ

レ
オ
ン
自
ら
が
H
a
r

d
e
n
b
e
r
g

の
後
任
と
し
て
國
王
に
対
し
シ
ュ
タ
イ
ン

を
椎
し
た
た
め
、
國
王
も
亦
こ
の
半
ば
命
令
的
な
指
圖
刃
國
内
の
輿
論

と
に
從

ふ
、
り̂
外
な
か
つ
た
、
叉
、
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g

は
T
i
l
s
i
t
購
和
後

シ
ュ
タ
イ
ン
に
書
を
寄
せ
て
こ
う
云
つ
て
ゐ
る
。
僕
は
、
君
が
君
の

青
年
時
代
以
來
君
の
力
を
献
じ
た
國
家

の
救
濟
に
當
る
満
足
を
持

つ
た
め
に
、
す
べ
て
の
個
人
的
顧
慮
を
棄

て
る
で
あ
ら
う
こ
と
を

期
待
し
な
い
で
ゐ
ら
れ
よ
う
か
、
實
に
、
君
は
す
べ
て
の
善
良
な
職
國
の
友
が
そ
の
希
望
を
置
か
ん
と
す
る
唯

一
人
で
あ
る
、
そ
れ

だ

の
に
君
は
そ
の
希
望
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
か
、
僕
ぱ
断
じ
て
そ
う
考

へ
ぬ
、
國
王
は
君
に
対
し

内
務
大
臣
と
大
藏
大
臣
の
縞
子

を
與

へ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
君
は
國
王
自
ら
の
側
で
君
の
條
件
を
考

へ
よ
、
確
か
に
國
王
に
対
す

る
直
接
関
係

を
定
め
、
そ
の
う
ち

に
同
時

に
自
分
の
こ
と
を
も
入
れ
て
臭
れ
る
こ
と
は
、
唯
ゝ
君
に
懸

つ
て
ゐ
る
、
從
つ
て
君
が
躊
躇
な
ぐ
國

王
の
側
に
赴
く
こ
と
は

最
も
重
大
な
意
義
を
持

つ
て
ゐ
る
、
國
王
は
君
に
対
し

明
か
に
全
幅
的
信
頼
を
示
し
、
國
家
再
興
の
た
め
の
労
苦
を
君
に
頼
む
で
あ

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(第
六
巻

第
二
號

六
五
)

.

九



シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(.第
六
巻

第
二
號

六
六
)

一
〇

ら
う
・
國
王
と
君
と
の
聞

に
過
去
に
あ

つ
た
こ
と
な
ど
は
、
も
は
や
再
び
云
ふ
を
要
し
な
い
、
寧
ろ
、
國
王
は
災
禍
に
依

つ
て
多
く

を
得
た
し
、
叉
、
そ
の
忍
耐

に
依

つ
て
名
誉
ま
で
も
か
ち
と
り
得
た
と
。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
書
を
得

て
そ

の
全
性
格
を
輝
か
し
た
、

憤
怒
も
侮
辱
も
す
べ
て
忘
れ
、
何
等
の
條
件
も
留
保
も
な
く
、
胤
國
救
濟
の
た
め
に
出
盧
し
て
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
ぐ
、
直
ち
に
國

王
に
奉
答
し
た
「
再
び
國
内
事
務

の
重
局
に
當
れ
と
の
陛
下
の
御
命
令
は
、國
務
大
臣
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g

の
書
翰

(
M
e
m
e
l七
月
十
日

磯
、
八
月
九
日
着
)
を
通
じ
て
拝
受
致
し
ま
し
た
、
私
は
御
下
命
を
無
條
件
で
わ
受
け
致
し
ま
す
、
實
に
こ

の

一
般
的
災
禍

の
現
在

に
於

い
て
、
自
己
の
個
性
の
み
を
数

へ
ま
す
る
こ
と
は
甚
だ
し
く
非
道
徳
的
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
、
特
に
陛
下
が
確
乎
た
る
誰
撫
を
お

與

へ
下
さ
い
ま
す
場
合
は
伺
更
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
當
時
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
重
い
痛
風
嚢
作
に
悩
ん
で
一43
た
が
、
そ

の
再
び
旅
行

に
堪
え
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
や
否
や
、
九
月
十

一
日
M
e
m
e
l
に
向
け
出
発

し
、
同
三
十
日
に
到
着
、
國

王
の
前
に
出
向
し
た
.

國
王
ば
シ
ュ
タ
イ
ン
の
必
要
と
認
む
る
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
杢
然
自
山
手
腕
を
振
は
せ
る
こ
と
に
し
た
、
だ
が
、
こ
ゝ
に
E
c
y
m
e

な
る
者
の
韓
任
に
か
ら
ん
で
國
王
と
シ
ュタ
イ
ン
と
の
間
に
新
な
危
険

が
み
ら
れ
る
に
至

つ
た

の
で
、
皇
后
L
u
i
s
eは

シ
ュ
タ
イ
ン

に
書
翰
を
途
ら
れ
た
、
こ
れ
は
叉
シ
ュ
タ
イ

ン
の
人
物
と
當
時
の
彼
の
権
勢
と
を
知
る
最
も
適
切
な
も
の
で
あ
る
、
皇
后
は
こ
う
云

は
れ
る
、
自
分
は
汝
が
最
初
の

一
ヶ
月
唯

ζ
忽
耐
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
願
し
ま
す
、
國
王
は
確
か
に
約
束
を
守
ら
れ
、
E
e
y
m
e
は

先
づ
伯
林
に
退
去
せ
し
め
ら
れ
る
筈

で
す
、
だ
か
ら
暫
く
譲
歩
し
て
下
さ
い
、
ど
う
ぞ
こ
の
い
㌧
こ
と
が
唯

・、三
ヶ
月

の
烈
耐
キ
時

聞
と
で
蹟
か
な
い
よ
う
に
、
自
分
は
國
王
の
た
め
麗
國

の
た
め
自
分
等
の
子
仙
等
の
た
め
叉
私
自
身
の
た
め
に
広
懇
願
し
ま
す
、
唯

ζ
も
う
忽
耐
!
と
。
だ
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
れ
に
対
し
自
ら
を
抑
え
て
沈
黙
し
た
、
事
實
、
E
e
y
m
eは

一
八
〇
八
年
六
月

一
口
ま



で
在
職
し
て
ゐ
π
が
、
彼
の
退
去
と
共
に
、
從
來

の
内
閣
制
度
は
解
艦
せ
し
め
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン

の
國
内
行
政
改
革

の
大
事
業
は
精
力
的
に
活
渡
に
叉
辛
棒
張
く
開
始
さ
れ
た
、
彼

の
有
力
な
協
力
者
と

し
て
ば
、

が
墨
げ
ら
れ
る
外
に
、

シ
ュ
タ
イ

ン
の
思
想

と

一
致
し
た

ぎ
、鴇

は
軍
隊
改
革
を
、

は
教
育

改
革
を
夫
々
開
始
し
た
、

シ
ュタ
イ
ン
の
改
革

の
最
初
の
記
念
は
、
地

方
民
の
個
人
的
経
済
関
係

を
定
む
る
の
布
告
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
未
だ

シ
ュ
タ
イ
ン
の
到
着
以
前

一
八
〇
七
年
十
月
九
日
に
甑
に
國

務
大
臣

に
依

つ
て
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、

こ
の
所
謂
農
民
の
大
憲
章
は
他
の
法
律
と
共
に
経
済

的
社
会

的
意
義

を
持
つ
に
至
つ
た
が
、
人
民
が
行
政

へ
自
ら
責
任
を
持

つ
て
協
力
す
る
と
い
ふ
大
原
則
を
確
立
し
た
第

一
の
事
業
は
、

一
八
〇
八
年

十

一
月
十
九
日
の
市
制

で
あ
つ
た
、
こ
れ
が
所
謂

シ
ュ
ク

イ
ン
市
制
で
あ
る
、
省
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
外
に
、
中
央
官
塵
及
び
地
方
官
庁

改
革
に
關
す
る
命
令
並
に
こ
れ
に
基
く
附
属
令
は
シ
.

タ
イ

ン
の
新
な
る
罷
冤
前
に
既
に
完
了
し
國
王
に
依
つ
て
裁
可
さ
れ
て
ゐ
た
、
す
べ
て
こ
れ
ら

の
奮
國
家
組
織

改
革
に
關
す
る
新
な

る
規
定
は
プ

ロ
イ
セ
ン
國
王
に
と
つ
て
最
も
困
難
な
時
機
に
於
い
て
實
施
せ
ら
れ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
外
に
於

い
て
は

フ
ラ
ン
ス
軍

が
領
土
侵
略
を
行
ひ
、

内
に
於
い
て
は
國

力

恢

復
の
た
め
異
常
な
経
曹
ハを
必
要
と
す
る
と
い

ふ
歌
況
で
あ
つ
た
が
、

シ
ュ
タ
イ
ン

の
意
思
、
精
力
及
び
將
來

へ
の
信
仰
は
断
じ
て
動
揺
し
な
か
つ
た
、
國
内
に
於

い
て
も
特
に
大

地
主
階
級
は
シ
ュ
ク
イ

ン
の
急
激
な
改
革
に
対
し

激
し
い
反
抗
を
試
み
た
、
即
ち
、
彼
等
は
、
農
民
解
放
を
以
て
地
方
民
を
革
命
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

叉
新
市
制
を
以
て
國
家
を
数
百
の
小
共
和
國
に
分
裂
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
強
力
統

一
の
中
央
集
模
制

の
樹
立
及
び
地
方
等

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

六
七
)

一
一

 horst
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シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
巻

第
二
號

六
八
)

一
二

族
的
聯
合
の
解
膣
を
以
て
古
來
認
め
ら
れ
た
自
由
と
正
義
と
を
死
滅
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
國
内
に
於
い
て
、
反
シ
ュ
タ
イ
ン
運
動
が
行
は
れ
つ
X
あ
る
時
に
、
國
外
に
於
て
ば
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
塵
迫
が
急
激

に
な
つ
た
。
即
ち
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
は
プ

ロ
イ
セ
ン
に
対
し
、
日
々
、
賠
償
要
求
を
叩
き
つ
け
た
が
、
こ
れ
に
充
分
の
満
足
を
與

へ
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
、
そ
こ
で
シ
ュ
タ
イ

ン
は
若
干
の
愛
國
者
と
共
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
今
や
プ

ロ
イ

セ
ン
の
存
在
を
完
全
に

否
認
し
地
圃
か
ら
こ
れ
を
抹
殺
し
よ
う
と
欲
し
て
ゐ
る
と
の
確
信
を
抱
く
に
至
つ
た
、
そ
こ
で
、
プ

ロ
イ
セ
ン
は
、
シ
ュ
タ
イ

ン
及
び

そ
の

一
派

の
こ
う
し
た
確
信
に
基
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
し

死
の
闘
争
を
試
み
る
か
、
若
く
は
他
の
何
等
か
の
手
段
を
講
じ
な
け
れ

な
ら
な
か
つ
た
、
そ
こ
に
佛
蘭
西
と
填
太
利
と
の
新
な
戦
争

が
お
こ
つ
た
の
で
、
凋
逸
地
方
に
於
い
て
は
懊
國

と
結
ん
で
ナ
ポ
レ
オ

ン
と
戦

ふ
べ
し
と
の
意
見
が
強
く
な
つ
た
、
こ
の
時
、
八
月
十
五
日
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
當
時
D
o
b
b
e
r
a
n
に
滞
在
中
の
王
侯
S
a
y
n
=

W
i
t
t
g
e
n
s
t
e
i
n

に
密
書
を
逸

つ
て
反
佛
運
動

を
勧
め
た
が
、
こ
の
密
書
は
伯
林
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
警
察
官

に
押
牧
さ
れ
旦
公
開
さ

れ
、
そ
こ
で
反
シ
ュ
タ
イ
ン
派
は
國
王
に
対
し

シ
ュタ
イ
ン
罷
冤
を
請
求
し
た
が
國
王
は
こ
れ
を
拒
ん
だ
、
シ
ュ
タ
イ
ン

も
亦
自
ら
辟

職
を
申
出
で
た
が
拒
ま
れ
た
、
か
く
し
て
、

シ
ュ
タ
イ

ン
は
出
來
得
る
限
り
改
革
を
進
捗
さ
せ
る
た
め
に
、

ケ
ー

ニ
ス
ベ
ル
ク
新
聞

及
び

ハ
ム
ブ
ル
ク
新
聞
に
改
革
の
根
本
原
理
を
公
表
す
る
に
至

つ
た
、

一
方
既
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
依
る
賠
償
に
關
す
る
取
極
め
は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
負
担

を
釜

々
過
重
に
し
た
の
で
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
九
月
十
四
日
の
畳
r書
に
於
い
て
そ
の
要
求
に
絶
対

に
反
対
な
る
旨
を

述
べ
た
、
が
、
國
王
は
シ
ュ
タ
イ

ン
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
十
月
八
日
E
r
f
u
r
t
に
伯
爵
G
o
l
t
zを
迭

つ
て
右
賠
償
を
履
行
し

て
仕
舞

つ
た

の
で
、
シ

ュ
タ
イ

ン
は
十
月
十
二
日
國
王
に
書
翰
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
屡
國
た
る
こ
と
を
断
つ
て
塊
太
利
と
結
ぶ
べ
き
旨



を

張

調

し

た
。

寛

に

、

ナ

ポ

レ
オ

ン
は

に
於

い
て

シ

ュ
タ

イ

ン
の
大

臣

罷

冤

を
要

求

し

た

の

で
、

シ
ュ
タ

イ

ン
は

十

月

十

八

日
辞

職

を
申

出

で
る

と

共

に

、

行

政

改

革

に

依

つ
て
新

に

設

け

ら

る

べ
き

國

策

審

議

會

を

召

集

し
、

自

ら
癖

議

會

内

の
口

だ
た

な

い
地

位

に

あ

つ

て
術

奉

、公

を
綾

け

し

め

ら
れ

ん

こ

と

を

願

出

で
た

、
同

時

に
、

國

王

に
対
し

、

人

民

が
國

家

再

建

に
協

力

す

る

よ
う

の
宣

言

を

獲

せ
ら

れ

ん

こ

と

を

求

め

た

が
、

こ
れ

に
対
し

國
＼王

は

難

色

を

示

し

た
、

叉

國

土
は

、

シ
ュ
タ

イ

ン

の
蹉
職

に
就

い

て

は
シ
ュ
タ
イ
ン

派

の
留

任

懇

願

の
申

出

で
も

あ

り

未

だ
決

定

し

得

な

か

つ

た

が

、

十

一
月

半

ば

、

伯

欝

が

前
大

臣

に

し

て

反

シ

ュ
タ

イ

ン
派

の
頭

梁

と
共

に

に
來

る

に

及

ん

だ

の

で

、

シ
、
タ
.4

ン
罷

冤

の
緊

急

な

こ

と

を
信

す

る

に
至

り

、

尭

に

十

一
月

二

十
四

日
即

ち
新

市

制

磯

布

後

六

日

口

で

シ
ュ
タ
イ

ン
の

僻

職

を
誌

許

し

た

、

シ

ュ
タ

イ

ン
は
出
発

に

先

つ
て

、

同

日

、

そ

の
友

人

及

び
協

力

者

に
対
し

告

別

の
回
書

を

資

し

た

が
、

こ

の
告

別

書

に

は

改
革

の
根
本
精
神

が

盛

ら
れ

、

プ

ロ
イ

セ

ン
將

來

の
発
展

の
某

礎

が
與

へ
的

れ

て

ゐ
た

、

即

ち

、

世

に

こ
れ

を

シ

ュ
タ

イ

ン
の
政

治

的

テ

ス
タ

メ

ン
ト

と
謂

つ
て

ゐ

る

。

シ
ュ
タ
イ

ン
は

十

二
月

半

ば

を

出
発
し

伯

林

を
越

え

て

ナ

ッ
ソ

ー

の
故

郷

へ
露

ら

う

と

し

た

が
、

一
八

〇

九

年

一
月

五

日

伯

林

に

於

い
て

ナ
ポ

レ
オ

ン
が

一
八

〇

八
年

十

二

月

十

六

日

で
発
し

た

追
放

令

を

入

手

し

た
。

こ
れ

に

依

れ

ば

、

獨
逸

の
安

寧

を
破

る

シ
ュ
タ

イ

ン
な

る
者

は

フ
ラ

ン
ス
及

び

ラ

イ

ン
同

盟

の

敵

で

あ

る
、

右

シ
ュ
タ
イ

ン
が

フ
ラ

ン

ス
又
は

同

盟

地

内

に
所

有

す

る
財

産

は

こ

れ

を
差

押

え

る

と
共

に
、

フ
ラ

ン

ス
叉

は

ラ

イ

ン
同

盟

の
軍
隊

に
依

つ
て

到
達

し
得

る

地

に
於

い
て

は

い
か

シ
ュ
タ
イ
ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根

本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方

制

(
宇
賀
田
)

(
第

六
巷

第

二
號

六
九
)

一
三

E
rfurt

 (Pro-
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シ
コ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と

ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第
六
巻

第

二
號

七
〇
)

一
四

な

る
場

所

に
於

い

て
も

右

シ

ュ
タ

イ

ン
を

逮

捕

す

べ

し

、

と

云

ふ

の

で
あ

る
、

實

に
、

當

時

、

ナ

ポ

レ

オ

ン
の
躁
権

に
ま

か

さ
れ

た

プ

ロ
イ

セ

ン
は

唯

々
そ

の
命

令

を

執

行

し
な

け

れ

ば

な
ら

な

か

つ
た

の

で
、

シ

ュ
タ

イ

ン
が
プ

ロ
イ

セ

ン
に
滞

在

す

る

こ
と

は
も

は

や
不

可

能

で
あ

つ
た

、

そ

こ

で
、

シ
ュ
タ

イ

ン
は

そ

の
夜

直

ち

に
彼

の
忠

實

な

妻

と
唯

々
二
人

追

放

の
族

に

上
り

、

先

づ

を
越

え

て

に
向

ひ
、

ボ

へ
、、、
ヤ

の
國

境

を
通

過

す

る
直

前

に
皇

女

に
書

翰

し

た
。

そ

の
な

か

で

、

シ
ュ
タ

イ

ン
は

こ

う

云

つ

て

ゐ

る

。
私

は

今
敏
時
間

に

し

て
私

の
過

去

三

十
年

を
奉

仕

し

し

か

も
唯

々
私

の
渡
落

を

み

い
だ

し
た

國

土

を

去

ら

う

と

し

て

ゐ
ま

す

、

六

百

七

十

五
年

以
來

、

わ

が
家

族

の
所

有

し

た

も

の
は
失

れ

、

叉
私

に
関
係

あ

る
す

べ

て

の
聯

絡

は

絶

た

れ

、

し

か

も

、

私

の
た

め

の
確

實

な

逃

避

所

も
な

く

、

今

私

は

私

の
組
國

か

ら
追

放

さ

れ

ん

と

し

て

居

ま

す

、

だ

が
、

私

の
渡

落

が
時

代

の
嵐

の
な

か

に

あ

つ
て

、

わ

が
不

幸

な

租

國

を

利

す

る
な

ら

ば

、
私

は

私

の
波

落

に

満

足

し

ま

せ

う

と
。

シ

ュ
タ

イ

ン
は

か

ら

に

出

て
、

こ

玉
で

。フ

ロ
イ

セ

ン
、

塊

太

利

、

ロ
シ

ア

の
諸

政

治

家

と

反
佛

運
動

の
た

め

の
文

通

を

な

し
、

更

に

に

出

て
、

ア
ダ

ム

・
ス

ミ

ス
、

ヘ
ル
ダ

ー

の
研
究

に
從

つ
た

、

一
八

一
〇
年

中

ば

、

シ

ュ
タ

イ

ン
ぱ

再

び

に
戻

つ
た

が
、

當

時

プ

ロ
イ

セ

ン
に

於

い

て
は
シ
ュ
タ
イ
ン

の
友

が
政

樺

を

捲

當

し

て

ゐ

た

N
め

に
、

シ

ュ
タ

イ

ン
か

ら

の

注
意

を

喜

ん

で

う

け

左
、

當

時

、

佛

露

の
戦

争

は

始

め

ら
れ

て
ゐ

た

。

露

國

皇

帝

は

シ
ュ
タ
イ

ン
に
対
し

封

佛

戦

争

に
…關

し
助

言

せ

ら

れ

る

よ
う

招

膀

歌

を

寄

せ

ら
れ

た

の

で
、

シ
ュ
タ

イ

ン
は

直

ち

に
大

本

嘗

所

在

地
た

る

に
出
発
し

、

ロ
シ

ア
に

於

い

て

の
封

佛

戦

杢
期
間

中

露

國

皇

帝

の
側

に

あ

2

.(
、

一
方

、

シ

ュ
タ

イ

ン
が
常

に
獨
逸

統

一
を

割
策

し

て
ゐ

た

こ

と
は

、

一
八

=

二
年

早

々
露

帝

に

提

出

し

た
覚
書

に

あ

ら

は

れ

て

ゐ

る

、

こ
れ

よ

り
前

、
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一
八

一
二

年

九

月

、

+

ポ

レ
オ

ン
が

モ

ス

コ
ウ

退

却

の

止
↓.し
な

き

に

至

る

や

、

一
八

一
三
年

一
月
シ
ュ
タ
イ
ン

は

ロ

シ
ア
軍

と
共

に

閉
ひ
話

島

。
薦

に

あ

ら

ぱ

れ

、

.フ

・
イ

セ

ン
の
封

纏

熊

度

を

強

化

し
所

謂
獨
逸

の
自

,田
戦
争

を

開

始

せ

し

め

ψ.匹
、

そ

こ
で

、

聯

脊

軍

に
依

つ
て
占

め

ら
れ

未

だ

プ

ロ
イ

セ

ン
領

に

属

し
な

い
北

凋
逸

地
方

の
虚

理

の
た

め

に

露
普

共

同

巾

央

行

政

委
員

會

(
ロ
シ
ア

委
員

よ

シ
ュ
タ
イ

ン
と
N
e
s
s
e
l
r
o
d
e
'

、

プ

ロ
イ

セ

ン
委

員

は
H
a
r
d
e
n
b
e
r
g
と
S
c
h
a
r
n
h
o
r
s
t

)

を

設

け

、

シ
ュ
タ
イ

ン
が

委
員

長

と
な

つ

て

活
動

し

た
、

党

に

ラ

イ

ブ

チ

ッ

ヒ
の
戦

に
於

い

て

決

定

的

勝

利

が
齎

」、れ

る

や

、

從

來

ナ
ポ

レ
オ

ン
軍

に
依

つ
て
占

め

ら

れ

".8
濁

逸

地
方

ぱ

シ
ュ
タ

イ

ン
の
殆

ど

無

制

限

な

権

力

の

下

に
統

治

さ

れ

て
直

ち

に
秩

序

回

復

が
行

は

れ

た

。

か
く

し

て
、

巴

里

會
議

、

維

也

納
會

議

を

経

て
欧

洲

の
天

地

平
静

に

露
.す

る

や

、

プ

ロ
イ

セ

ン
に
於

い

て
も

亦

一
八

二

六

年

シ

ュ

タ

イ

ン
の
公

共

生

活

の
復

帰

を

み

る

に

至

り
、

國

王

に
依

つ
て

ウ

ェ
ス
ト

フ
。
リ

ア
州
議

會

議

長

に

任

ぜ

ら

れ

、

一
八

二

七
年

以
來

別

に
國

勢

院

に
列

せ

ら

れ

た

が
、

彼

は

も

は

や

政

治

的

活

動

を

な

さ
な

か

つ
た

、

こ

の
頃
・既

に

シ

ュ
タ

イ

ン
も
亦

健

康

を

害

し

て

ゐ
た

が

、

一
八

一
九

年

に

ば

そ

の
妻

の
死

に

逢

ぴ

、

叉
二

人

の
娘

も

他

に

嫁

ぎ

、

い
は

ビ
孤

濁

の
生

活

が
訪

れ

て
ゐ

た
、

そ

の
孤

猫

の
生

活

の
う

ち

に
、

彼

は
自

己

の
使

命

の
絡

つ
た

の
を

感

じ

つ

～
、

長

い
病
患

の
あ

と

一
八

三

一
年

六

月

二

十

九

日

心

静

か

に

逝

つ
た

。

實

に
、

こ

う

し

泣

シ
ュ
タ

ノ
・
ン
の

生

涯

を

通

じ

て
み

れ

ば

、

そ

こ
に

シ
ュ
タ

イ

ン
の
不

滅

の
業

績

が
彼

の
独
自

の
性

格

と
共

に
輝

く

の

で

あ

る
。

法

の
礎

石

た

る

シ
ェ
タ

イ

ン
、

不

正

に
対
す

る

一
石

た

る

シ
ュ
タ

イ

ン
、
獨
逸

の
實

石

た

る

シ

ュ
タ

イ

ン
と
呼

ば

れ

る

彼

の
全

生

涯

は

誠

に
改

革

家

と

し

て

ふ

さ

わ

し

い

も

の

を

持

つ

て
ゐ

る

。

ω
G
i
e
r
k
e
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
4

シ
ュ
タ
イ
ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀
出
)

(
第

六
巷

第

二
號

七

一
)

一
五



シ

ュ
タ

イ

ン

の
生

涯

に
就

い
て
は
、

主

と

し

て

こ
の

『
シ
ュ
タ
イ

ン
傳

』
に
依

る
.

そ

の
他

、

7
自
曳
窪

か

く

の
如

き

改
革

家

シ

ュ
タ

イ

ン
に
依

つ
て

行
は

れ

た

一
八
〇

八
年

市

制

の
根
本

思

想

は

如

何

。
こ
の
點

に

就

い

て
は

、

先

づ

、

シ

ュ
タ

イ

ン
改

革

の

重

鮎
を

み

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る
、

シ

ュ
タ

イ

ン
改
革

の
重

黙

ぱ

こ
れ

を

三

つ
に

わ

け

る

こ
と

が
出

來

る

、

第

一
は

、

個

人

の
経
済

的

・
脱

曾
的

・
道

徳

的

・
向

上
、
独
立

、

第

二
ぱ

、

人

民

の
公

共

行
政

へ
の
責

任

的
参

加

、

第

三

は

、

國

権

の

強

力

な

統

一
的

組

織

の
樹

立

が

こ

れ

で

あ

る
、

實

に

シ
ュ
タ
イ

ン
の
改

革
精

淋

は

箪

に
察

想

的

所

産

で
な

く

し

て

シ
ュ
タ

イ

ン
の
實

践

か

ら
.の

み

生

じ

た
こ

と

に

最

も

重

要

な

特

色

が
あ

る

。

先

づ
第

一
に
、

個

人

り
経
済

的

・
社
会

的

・
道

.徳

的

・
向

上
独
立

は

チ

ル
ジ

ッ
ト
媾
和

以

後

リ
プ

ロ
イ

セ

ン
に

於

い

て
特

に
緊

急

と

さ

れ
た
、

即

ち
、

當

時

の
プ

ロ
イ

セ

ン
は

極

端

に

疲

弊

し
、

そ

の

こ
れ

が
復

興

を

期

す

る

た

め

に

は

新

な

る
経
済

力

と
社

會

力

と

を

不

可

欠

と

し

"、瓦
、

こ

の
新

な

る
経
済

力

と

就

曾

力

と

は
経
済

的
社
會

的

基

礎

の
根

本

的

改

造

を

企

て

て

の
み

可

能

と

さ
れ

て

ゐ

ψ、匹
、

當

時

、

.フ

ロ
イ

セ

ン
ば

農

.民
國

家

で

-乙

つ
た

が
故

に
、

そ

の
粧

濟

的
就

倉

的

基
礎

の
改
造

は

、

主

と

し

て
、

一
面

に

於

い

て
農

民

に
、

 G
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一
面
に
於
い
て
は
地
主
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
即
ち
農
民
に
対
し

て
は
農
民
解
放
と
し
て
、
地
主
に
対
し

て
は
農

奴
的
関
係

の
廃
止
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
、
こ
れ
が
、

一
八
〇
七
年
十
月
九
日
の
布
告
で
あ
つ
て
、

シ
ュ
タ
イ

ン
改
革
に
關
す
る
法
律

の
、
最
初
を
ゆ
く
も
の
で
あ
る
、
更
に
、
こ
の
布
告
は
別
に
赴
・曾
改
造

の
重
要
た
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
、
即
ち
、
當
時
プ

ロ
イ
セ
ン

は
階
級
國
家
で
あ

つ
て
、
貴
族
、
市
民
、
及
び
農
民
の
三

つ
の
階
級
を
存
し
、
各
階
級
相
互
は
嚴
裕
な
区
別

を
存
し
て
ゐ
た
が
、
こ

の
布
告
に
依
り
、
貴
族
、
市
民
及
び
農
民
は
す
べ
て
の
財
産
を
自
由
に
費
買
し
得
ら
れ
、
爾
今
そ
の
階
級
に
所
属
す
る
が
故
の
不
利

を
免
れ
る
こ
と
曳
な

つ
た
、
か
く
の
如
く
し
て
特
に
農
民
の
胤
愈
的

・
経
済
的

・
從
属
関
係

が
取
除
か
れ
、
旦
職
業

の
制
限
が
失
は

れ
る
こ
と
に
依
り
、
農
民
の
社
會
的

・
経
済
的

・
独
立
が
可
能
と
た
つ
て
、
こ
曳
に
新
鮮
な
力
が
興

へ
ら
れ
る
に
至

つ
た
、
更
に
當

時
禽
騰
存
し
て
ゐ
た
同
業
組
合
、
ギ
ル
ド
等
の
特
権
乃
至
独
占
樺
を
魔
止
し

(
一
八
〇
六
年
五
月
二
十
四
日
の
命
令
)
営
業

の
李
等

を
み
と
め
た
玉
め
に
、

一
般
商
業

が
勃
興
す
る
に
至
つ
た
、
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン

が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
罷
冤
要
.求
に
依
つ
て
辮
職

の
止
む

な
き
に
至
る
や
、
彼
の
改
革
も
亦
妨
害
さ
れ
、
所
定
の
改
革
を
完
了
し
得
な
か
つ
た
、
し
か
し
乍
ら
、
か
ゝ
る

封
外
的
.墜
迫
は
、
却

て
國
民
の
敵
概
心
を
煽
り
、
特
に
青
年
教
育
を
改
善

し
て
以
て
人
間

の
精
憩
力
を
高
揚
す
べ
し
と
の
具
髄
策
が
と
ら
れ
る
に
至

つ
た
、

從

つ
て
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
、

シ
ュ
タ
イ

ン
の
罷
免
も
亦
實
質
的
改
革
の
實
を
あ
げ
る
に
至

つ
た
と
云

へ
る
の
で
あ
る
、
唯

々
勿

論
個
人
の
経
済
的

・
社
會
的

・
道
徳
的

。
向
上
独
立
は
軍
に
個
人
の
實
質
的
地
位
及
び
精
神
的
生
活
の
獲
達
を
日
的
と
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
同
時
に
、

シ
ュ
タ
イ
ン
改
革
の
第
二
の
部
門
を
貫
徹
す
る
た
め
の
必
要
條
件
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

第

二
に
、
人
氏
の
公
共
行
政

へ
の
責
任
的
参
加
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
側
か
ら
み
れ
ば
最
も
重
要
な
黙
で
あ
る
、
當
時
プ

ロ
イ
セ

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

七
三
)

一
七



シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(宇
賀
田
)

(第
六
巻

第
二
號

七
四
)

一
八

ン
は
純
然
た
る
專
制
王
國
で
あ

つ
て
、
國
王
は
そ
の
官
府
と
共
に
絶
対

無
制
限
の
権
力
を
行
使
し
そ
の
欲
す
る
が
ま

N
に
す
べ
て
を

命
令
し
す
べ
て
に
干
渉
し
た
、
從
つ
て
、

一
方
人
民
の
大
部
分
は
岡
有
の
國
家
的
意
識
に
欠
け
て
、
國
家
を
敵
封
物
と
考

へ
な
い
と

し
て
も
・
少
く
と
も
・
杢
く
異
物
的
存
在
と
し
て
感
じ
て
ゐ
た
、
し
か
る
に
、
そ
の
國
家
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
に
依

つ
て
覆
渡
し
た

が
故
に
、
こ
瓦
に
將
來
の
発
展
を
求
め
ん
と
す
れ
ば
、
新
な
る
國
家

が
全
然
他
の
墓
礎
の
上
に
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、

即
ち
・
新
國
家
ぱ
そ
の
人
民
に
対
し

全
く
異
物
的
存
在
と
し
て
あ
る
べ
き
で
な
い
、
単
に
國
樺
の
対
象
物
に
止
ま
る
隷
属

民

(
U
n
t

e
r
t
a
n
e
n

)

の
代
り
に
、
國
樺
の
協
同
的
實
行
た
る
國
民

(
S
t
a
a
t
s
b
u
r
g
e
r

)
が
存
在
し
、
國
民
は
國
の
官
治
的
官
府
に
依

つ
て
盲
從
せ

し
め
ら
れ
す
し
て
.
公
共
事
務
の
行
政
に
責
任
的
且
決
定
的
に
滲
加
し
、
そ
の
知
識
、
経
験
、
意
思
を
挙
げ

て
國
家
的
共
同
罷
の
奉

仕
に
向
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
し
た
、
實
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン

の
國
家
観
念
ぱ
醤
來
の
そ
れ
と
根
本
的
に
異
り
、
國
家
に
対
し

て
最

も
廣
汎
に
し
て
且
最
も
固
定
的
な
基
礎
を
與

へ
ん
と
し
た
、
そ
こ
で
國
家
を
組
織
的
に
下
部
か
ら
建
設
せ
ん
と
欲
し
、
即
ち
、
各
人

の
綜
合
及
び
そ
の
公
共
事
務

へ
の
活
漫
な
参
加
誘
引
を
、
下
部
か
ら
上
部
に
向

つ
て
、
即
ち
先
づ
從
來
既
に
存
在

し
て
ゐ
た
最
狭
の
地

方
的
團
體

に
於
い
て
行
ひ
、
こ
の
塞
礎
の
上
に
、
よ
り
高
い
暦
の
・
よ
り
廣
汎
な
匝
劃
を
持
つ
た
市
町
村
団
体

を
建
設
せ
ん
と
欲
し
た
、

實
に
公
共
生
活
の
根
源
は
常
に
地
方
團
罷
即
ち
市
及
び
町
村
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
、
從

つ
て
、
シ
ュタ
イ
ン
の
改
革
は
地
方
團
體

を
改
造
し
て
以
て
こ
x
に
新
精
神
.を
注
入
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
都
市
以
外
の
地
方
に
対
し

て
ぱ
準
備
工
作
と
し

て
先
づ
地
主
及
び
農
民
に
關
す
る
規
定
を
實
施
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
淀
玉
め
に
、
こ
れ
を
後
日
に
ま
わ
す
こ
と
に
し
て
、

シ
ュ
タ

イ

ン
改
革
は
先
づ
第

一
に
都
市
に
対
し

て
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
當
時
、
都
市
の
組
織
は
未
だ
統

一
化
さ
れ
・す
'、
佃
々
の
都
市
は
、



從
來

一
般
に
、
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、
地
方
王
侯
に
依
つ
て
附
與
さ
れ
た
特
定
の
市
法
を
持

つ
て
ゐ
た
、
都
市
は
こ
の
市
法
を
基
礎

と
し
て
・
原
始
的
に
梢

々
多
く
の
独
立

的
樺
能
を
持

つ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
種
の
樺
能
は
、
時
代
の
進
む
に
從
ひ
、
官
治
國
家
の
援
大

さ
九
た
権
力

に
依
つ
て
ハ金
々
制
限
せ
ら
れ
、寛
に
第
十
九
世
紀
の
初
め
に
於
い
て
は
殆
ど
杢
く
消
滅
し
て
ゐ
た
、第
十
九
世
紀
の
當
初
、

國
の
官
廉
は
殆
ど
丁
べ
て
の
都
市
行
政
事
件
に
影
響
を
與

へ
、
都
市
が
な
さ
な
け
れ
・ば
な
ら
ぬ
も
の
若
く
は
中
止
し
た
け
れ
ば
な
ら

ぬ
も

59
に
就
き
、
或
は
い
か
な
る
こ
と
に
支
出
を
な
す
べ
き
か
に
就
き
、或
は
い
か
に
し
て
こ
れ
を
微
牧
す

べ
き
か
に
,就
き
、
最
終
的

決
定
を
な
す
樺
能
を
持
つ

て
ゐ

た
、

叉
都
市
の
内
部
組
織
に
於
い
て
は
、
同
業
組
合
、
ギ
ル
ド
等
が
決
定
的
役
割
を
演
じ
、
殊
に

び..、　郎
事
マ銘
タ
ー及
び
市
蓼
事
會
員

の
任
命
に
ぱ
屡

々
そ
の
議
議
樺
を
持

つ
て
ゐ
た
が
、
政
府
は
こ
れ
に
対
し

何
等
顧
慮
す
る
虚
な
か
つ

た
・
い
ば

ビ
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
直
前
の
プ

ロ
イ
セ
ン
の
都
市
は
極
め
て
非
自
治
的
組
織
を
持

つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
な
事

惰
に
於

い
て
焚
せ
ら
れ
た
の
が
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
で
あ
る
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
從
來
の
非
自
治
的
組
織
を
改
め
人
民
の
公
共
行
政

へ

の
責
任
的
参
照

を
認
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
、
入
民
の
公
共
行
政

へ
の
責
任
的
参
加
は
即
ち
自
治
の
形
式
に
於
い
て
な
さ
れ
る
も

の
で
診
一。9
が
故
に
、
こ
の
第
三

の
黙
は
シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
と
最
も
深
い
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
國
樺
の
張
力
な
統

一
的
組
織
は
シ
ュ
タ
イ
ン

の
最
も
力
を
鑑
し
た
黙
で
あ
る
、
個
人
の
経
済
的

。
社
会
的

。
道
徳
的

.

向
上
独
立

と
入
民
の
公
共
行
政

へ
の
責
任
的
参
加
と
を
以
て
は
未
だ
充
分
に
シ

ュ
タ
イ
ン
の
欲
求
す
る
國
家
を
創
造
し
得
る
も
の
で

な
か
つ
た
の
で
、

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
」
に
國
家
が
彊
力
に
し
て
統

一
的
組
織
と
構
造
と
を
備

へ
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
唯

々
す

べ
て
現
有
の
力
が
統
合
さ
れ
る
虚
の

・
強
力
に
し
て
完
全
な
國
家
た
る
が
た
め
に
は
、
先
づ

一
般
に
強
い
國
家
意
識
を
存
せ
し
め
な

シ

ュ
タ

イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市

制

の
根

本
思

想

と

ナ

チ

ス
地

方

制

(
宇

賀

田
)

(
第

六
巻

第

二
號

七

五
)

一
九



シ

.一
タ

イ

ン
、

シ

ュ
タ

イ

ン
市

制

の
根

本

思
想

と

ナ

チ

ス
地
方

制
・
(
字
賀

川
)

(
第

六

巻

第

二
號

七

六
)

二
〇

け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
當
時
、
元
よ
リ
プ

ロ
イ
セ
ン
は
統

一
國
家
で
は
な
く
し
て
、
王
朝
的
集
團
で
あ
つ
た
、
叉
王
侯
と
領
土
と

の
関
係
は
、
私
法
上
の
土
地
所
有
椎
者
と
そ
の
土
地
関
係

の
如
く
解
釈

さ
れ
て
ゐ
た
し
、
そ
の
行
政
組
織
も
亦
中
央
に
あ
つ
て
は
不

充
分
な
内
閣
制
が
存
在
し
、
地
方
に
あ
つ
て
は
割
擦
的
な
地
方
長
官
制
が
設
定
せ
ら
れ
て
、
地
方
的
に
分
裂
的
兆
候
を
さ
へ
示
し
て

ゐ
た
、
こ
れ
に
対
し

て
、

シ
ュタ
イ

ン
ぱ
上
蓮
の
よ
う

に
、
厘

々
、
内
閣
制
度
、
及
び
、
地
方
紺
織
改
正
の
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、

党
に

一
八
〇
八
年
十

一
月
二
十
四
日
シ
ュ
タ
イ
ン

僻
職
題
許
の
日
に

「
プ

ロ
イ
セ
ン
王
國
に
關
す
る
最
高
行
政
官
庁

の
組
織
変
更

の

命
令
」
が
獲
せ
ら
れ
て
、
内
閣
制
及
び
地
方
組
織
を
,確
定
し
π
、
こ
れ
に
依
れ
ば
、
プ
ロ
セ
イ
ン

内
閣
は
内
務
、
大
藏
、
司
法
、
外

交
及
び
軍
事
の
五
大
臣
を
以
て
組
織
し
、
別
に
國
滋
を
議
長
と
す
る
國
務
院
を
設
け
、
重
要
な
る
事
件
に
就
い
て
は
直
接
國
王
の
裁

漸
に
倹
つ
こ
と
と
し
た
、
か
く
し
て
款
制
度
は
、

一
面
に
於
い
て
は
國
務
大
臣

の
責
任
的
協
同
を
確
保
し
、
他
面
に
於
い
て
は
國
王

と
大
臣
と
の
直
接
的
桜
燭
を
可
能
な
ら
し
め
、
こ
製
に
統

一
的
プ

ロ
イ
セ
ン
國
家
を
誕
生
せ
し
め
る
に
至
つ
た
、
叉
、
地
方
行
政
組

織

の
改
造
に
就

い
て
は
、

一
八
〇
七
年
十

一
月
二
十
三
日
の
覚
書
に
於

い
て
そ
の
改
造
原
則
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

シ
・
タ
イ
ン
跡

職
後
に
於
い
て
漸
く
國
王
の
裁
可
を
み
る
に
至

つ
た
。

賢
に
、

シ
ュタ
イ
ン
の
改
革
重
黙
は
、
殆
ん
ど
そ
の
ま

Σ
に
、

こ
れ
を
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
に
移
し
て
考

へ
る
こ
と
が
出

來
る
、
換
言
す
れ
ば
、
シ
,
タ
ィ

ン
市
制
の
根
本
思
想
は
、
シ
・タ
イ
ン
の
改
革
重
鮎
を
知
ら
す
し
て
は
、
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。

わ

シ
ュ
タ
イ
ン

市
制

の
枢
軸
的
思
想
は
自
治
思
想
で
あ
る
、
特
に
、
シ
ュタ
イ

ン
自
ら
は
自
治
な
る
語
を
用
ゐ
す
、
叉
そ
の
観
念
を
理



論
的
に
決
定
し
な
か
つ
た
が
、
實
際
上
は
殆
ん
ど
市
制
に
於
け
る
自
治
の
意
義
を
完
成
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
、
即
ち
自
治
の

本
質
と
し
て
は
、
市
に
於
い
て
、
自
ら
選
ん
だ
機
關
が
市
の
岡
有
事
務
を
杢
然
固
有
の
責
任
を
以
つ
て
行
政
す

る
と
い
ふ
風
に
考

へ

わ

て
ゐ
た
が
、

シ
ュ
タ
イ

ン
に
依
る
こ
の
自
治
の
本
質
は
最
も
正
し
い
も
の
を
含
む
も
の
と
認
め
ら
れ
る
、
そ
こ
で
こ
の
種

の
自
治
の

立
場
か
ら
、
シ
ュタ
イ

ン
は
、從
來
國
家
が
任
意
に
市
の
固
有
事
務
を
侵
害
し
、
市
の
な
す
べ
き
こ
と
叉
は
な
す

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を

進
ん
で
決
定
し
た
こ
と
を
、排
斥
し
、
叉
、
從
來
國
家
の
後
見
の
下
に
存
在
し
て
ゐ
た
市
を
既
に
公
法
上
の
成
人

に
達
し
た
も
の
と
し

て
宣
明
し
た
、
實
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
意
義
に
於
け
る
自
治
の
特
質
と
し
て
は
、所
謂
固
有
事
務
が
い
か
な
る
程
度

に
恒
別
さ
れ
て
ゐ
る

か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
問
有
事
務
の
匿
劃
は
自
治
の
概
念
に
於
け
る
と
同
様
に
明
か
な
定
義

彊
與

へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ

た
、
勿
論
、
固
有
事
務

の
範
囲
は
具
體
的

場
合
に
周
有
專
務
と
し
て
あ
る
も
の
を
敬
え
上
げ
る
こ
と
に
依
つ
て
積
極
的
に
認
め
ら
れ

る
も
の
で
な
く
し
て
、
市
自
身
が
市
住
民
の
共
同
的
利
益
に
於
い
て
固
右
の
決
定
に
基
き
、
そ
の
行
政
を
播
當
す
べ
き
こ
と
を
議
決

し
た
す
べ
て
の
事
項
に
就
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
市
の
周
有
的
決
定

の
自
由
は
、法
律
が
、特
定
事
項

の
行
政
を
、
官
憲
に

若
く
は
他

の
公
職
あ
る
者
に
留
保
し
た
る
限
度
に
於
い
て
、
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
、
叉
、
國
家
は
市
に
対
し

監
柊
椹
を
持

ち
、
市
が
杢
國
家
組
織

の
生
け
る
細
胞
と
し
て
、
且
叉
細
胞
の
集
合
と
し
て
そ
の
調
和
的
活
動
を
な
し
得
る
よ
う
に
し
て
ゐ
る
が
、

更

に
監
軽
樺

に
よ
つ
て
、
市
の
自
治
を
侵
害
す
る
権
利
を
特
に
法
律
の
限
定
し
た
場
合
に
の
み
認
め
て
ゐ
る
、

一
般
監
督
権
は

シ
.

タ
イ
ン
市
制
第

二
條
に
依
り
、
イ
、
監
視
樺

ロ
、
地
方
事
件
に
關
す
る
市
民
の
訴
願
裁
決
椎

ハ
、
地
方
條
例
認
可
樺

二
、
市

参
事
曾
員
選
挙

許
可
権
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

シ
ュ
タ
イ
ン
以
後
に
於
い
て
は
監
終
樺
が
彊
化
さ
れ
て
、

シ
ュタ

イ
ン
の
欲
し
た
よ
う

シ
.一タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
患
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

七
七
)

二
一



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第

六
巷

第

二
號

七
八
)

二
二

の

な
方
法
で
自
治
の
自
由
が
認
め
ら
れ
な
く
な
つ
た
。

シ
ュ
タ
イ
ン

に
依
れ
ば
、
更
に
、
市
は
成
年
に
蓬
し
た
國
家
構
成
員
と
し
て
自
ら
の
岡
有
事
務
を
独
立

に
行
政
す
る
に
止
ま
ら
す
、

ド　

ダ

國
家
の
組
織
的
成
分
と
し
て
直
接
に
國
家
的
行
政
活
動
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
、
實
に
國
家
は
生
け
る
組
織
で
あ
る
、
こ
の
生
け

る
紺
織
に
於
い
て
國
家
全
体

を
維
持
す
る
た
め
に
行
は
れ
る
必
要
な
活
動
は
中
央
部
を
通
じ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
恕
織

は
大
小

の
細
胞
及
び
細
胞
の
集
合
か
ら
成
立
し
、
各
細
胞
も
亦

一
方
に
於
い
て
は
自
己
の
固
有
の
生
命
を
持

ち
、

一
方
に
於
て
は
、

杢
組
織
と
の
關
聯
に
於
い
て
生
存
し
て
ゐ
る
、
即
ち
全
組
織
は
細
胞
及
び
細
胞
の
集
合
を
通
じ
て
自
己
の
存
立
を
全
ふ
す
る
と
共
に
、

細
胞
及
び
細
胞
の
集
合
は
自
己
の
固
右
の
生
活
以
外
に
同
時
に
全
膣
の
た
め
の
活
動
を
な
し
て
ゐ
る
。

こ
の
各
細
胞
の
固
有
生
活
と

全
体

組
織
の
た
め
の
活
動
と
の
調
和
が
保
た
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
實
に
自
然
の
最
も
驚
く
べ
き
事
象

の

一
つ

で
あ

る
、

そ
こ
で

ゆ

シ

ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
考

へ
て
ゐ
る
、
こ
の
場
合
に
於
い
て
國
家
全
体

に
於
け
る
細
胞
は
地
方
團
體

で
あ
る
、

地
方
團
罷
は
自
己
の
猫

立
な
る
団
有
生
存

の
外
に
國
家
の
執
行
的
地
位
に
あ
る
者
と
し
て
申
央
部
即
ち
政
府

の
意
見
及
び
命
令
に
從

ひ
、
國
家

の
利
益
に
於

い
て
そ
の
地
方
的
領
域
に
必
要
で
あ
る
處

の
國
家
全
体

の
た
め
の
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
若
し
、

地
方
團
體

が
唯
々
固
有

事
務
の
行
政
に
の
み
限
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
地
方
陶
艦
は
自
ら
を
極
め
て
優
位
に
感
じ
、
且
つ
よ
り
高
い
共

同
團
體
を
敵
封
者
と
み

て
、
そ
の
利
益
を
自
己
の
利
益

と
無
関
係

と
考

へ
、
叉
そ
れ
に
対
し

て
出
來
得
る
限
り
多
く
を
自
ら
の
た
め

に
強
取
す
る
危
険

を
生

す
る
に
至
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
反
し
、
若
し
地
方
團
體

に
対
し

、
國
家
的
事
務

の
途
行
を
委
任
す
る
場
合

に
は
、
地
方
,團
罷
は
自

ら
よ
り
高

い
共
同
艦
の
自
然
的
支
分
者
に
し
て
そ
の
執
行
者
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、

一
般
的
國
家
意
識
を
自

ら
に
生
々
し
く
持

つ
で



あ
ら
う
、
更
に
國
家
に
於
て
は
若
し
地
方
的
國
家
事
務
を
処
理

す
る
た
め
の
か
く
の
如
き
組
織
を
持
た
な
か

つ
た
な
ら
ば
、
至
る
處

に
、
固
有
の
國
官
庁

を
設
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
こ
と
は
、
亘
額

の
且
無
用
の
費
用
を
投
ぜ
し
め
、
合
理
的

財
政
経
済

の
基
礎
に
矛
盾
を
來
さ
し
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
國
勢
事
務
と
自
治
事
務
と
は
多
く
交
互
作
用
を
な
し
、
屡

々
互
に
不
可

分
的
に
密
着
し
合
ふ
が
故
に
、
そ
れ
は
、
不
必
要
な
二
重
的

・
併
行
的

・
反
対
的

・
活
動
を
結
果
し
て
、
竜

に
國
宣
廉
の
地
位
に
あ

る
者
と
、
地
方
團
體

の
機
關
の
地
位
に
あ
る
者
と
の
権
限
孚
議
乃
至
衝
突
を
ひ
き
お
こ
さ
し
め
る
で
あ
ら
う

こ
と
は
明
か
で
あ
る
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
自
治
團
龍
の
機
關
は
、
地
方
的
に
根
ざ
し
て
ゐ
な
い
官
治
の
考
よ
り
も
、
地
方
的
関
係

及
び
需
要
を

一
般
に

一
暦
よ
く
認
識
し
、
且
評
価

す
る
し
、
叉
國

の
委
任
事
務
に
關
し
、
國
の
官
庁

の
指
令
に
拘
束
さ
れ
る
場
合

に
於
い
て
も
國
と
地
方

と
の
合
理
的
均
衡
を
、
恰
も
独
立

の
地
位
に
あ
る
両
者

が
同

一
事
務
を
異

つ
た
爾
面
か
ら
掴
み
と
る
か
の
よ
う
に
、
容
易
に
且
巧
み

に
み
い
だ
す
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
、
實
に
、
か
く
の
如
く
國
の
官
縢
…を
可
及
的
に
制
限
す
る
こ
と
は
・
シ

ュ
タ
イ
ン
の
杢
計
書

の
目

的
と
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
は
、
唯
々
箪
に
緊
急
の
節
約
主
義
か
ら
來
た
ば
か
り
で
な
く
、
當
時
の
官
僚
が
殆
ん
ど
全
く
化

石
と
な
つ
て
、
何
等
な
す
な
き
存
在
を
示
し
て
ゐ
た
が
故
に
、
こ
れ
に
反
対

す
る
と
い
ふ
意
味
を
も
含
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
警
察
事
務
も
亦
委
任
事
務
と
し
て
市
蓼
事
會
の
権
限

の
う
ち
に
置
く
に
至
つ
た
。

か
く
し
て
、
シ
ュタ
イ
ン
は
、
市
民
が
市
行
政
に
参
加
す
る
た
め
に
、
先
づ
、
市
組
織
の
う
ち
に
あ
つ
た
虚

の
諸
種
.の
同
業
組
合
、

ギ
ル
ド
等
の
傅
統
的
執
行
機
關
を
磯
止
し
た
、
從
來
、
公
民
樺
取
得
の
方
法
は

一
般
に
古
く
定
住

し
た
公
民
家
族
に
基
い
た
も

の
で

な
く
、
唯
女
同
業
紺
合
に
基

い
た
も
の
で
あ
る
、
從

つ
て
、
公
民
は
同
業
紐
合

の
う
ち
に
留
保
さ
れ
た
職
業

に
聯
.事
す
る
人
た
ち
で

シ

ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ

イ

ン
市

制

の
根

本

思

想

と

ナ

チ

ス
地
方

制

(
宇

賀

田
)

(
第

六
巷

第

二
號

七

九
)

二

三



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想

と
ナ
チ
ス
地
方
制
.
(
宇
賀

田
)

(
第

六
巻

第

二
號

八
〇
)

二
四

あ

つ

て
、

一
般

に

公
民

樺

取

得

の
規

定

は

存

し

な

か

つ
た

の

で

あ

る

、

即

ち

、

公

民
團
體

は

一
種

の
ク

ラ

ブ

で

あ

り

、
倉

員

は

同
銑、零

紅

合

の
投

票

に

よ

つ
て

定

ま

り

、

且

市

参

事

會

の
組

織

も

亦

主

と
し

て
同

業

紐

合

に

よ

つ

て
定

め

ら

れ

て

ゐ
た

、

し

か

る
に

、

シ

ュ

タ
イ
ン
市
制
に
よ
つ
て
か
く
の
如
き
方
法
ぱ
屡
止
さ
れ
窃
・
再

に
家
屋
を
有
す
る
定
薯

に
し
て
法
定
欠
格
舞

を
控

な
い
者

は
公
民
樺
許
容
に
關
し
て
こ
れ
が
請
求
樺
を
有
す
る
に
至

つ
た
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
當
該
の
市
民
が
市
の
す
べ
て
の
職
業
に
從
事

し
、
市
内
に
土
地
所
有
を
な
し
得
る
権
利
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
叉
選
挙

に
際
し
て
の
投
票
権

は
、
市

内
に
土
地
を
所
有
し

て
定
仕
す
る
者
か
、
若
し
く
は
人
口
一
萬
以
上
の
大
都
市
に
於
い
て
、
二
千

「
タ
ー
レ
ル
」
以
上
の
所
得
あ

る
者
、
叉
は
中
小
都
市

に
於
い
て
千
五
百

「
タ
ー
レ
ル
」

の
所
得
あ
る
者
か
が
、
こ
れ
を
有
し
、
し
か
も
投
票
は

一
人

一
票
、
す
べ
て
同
慣
値
な
も
の
と
し

た
、
實
に
か
く

の
如
き
こ
と
は
、
當
時
の
状
勢
を
根
本
的
に

一
変
せ
し
め
る
と
共
に
、
明
か
に
、
市
に
於
け
る
算
三
階
級

の
勝
利
を
意

味
し
て
ゐ
た
、
投
票
椹
を
有
す
る
市
民
は
自
分
等
の
聞
か
ら
市
倉
議
員
を
選
出
し
た
、
選
基
手
續

は
幾
分
進
歩
し
た
、
即
ち
一
選
挙

場
に
各
有
椹
者

が
集
合
す
る
と
、
先
づ
瀞
を
祭
つ
て
の
ち
、
各
参
加
者
は
聾
高
く
候
補
者

一
名
を
巾
出
で
得

る
、
そ
こ
で
各
申
出
に

就
い
て
可
と
す
る
者
は
白
球
否
と
す
る
者
は
黒
球
を
二
つ
の
投
票
箱
に
秘
密
に
投
す
る
、
開
票
し
て
、
白
球

の
多
数
を
程
た
者
が
當

選

す
る
。
但
し
、
當
濯
者
の
う
ち
三
分

の
二
は
市
内
に
於
け
る
家
屋
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
家
屋
所
有
者

の
特
権

は
當
時
、
今
日
の
や
う
に
重
要
な
意
義
を
持

つ
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
市
に
於
け

る
市
會
は
市
の
意
思
機
關

で
あ
り
、
市
會
の
濯
出

す
る
市
滲
事
・曾
は
市

の
執
行
機
關
で
あ
る
、
が
、
所
謂
二
部
制
は
未
だ
存
在
せ
す
、
市
會

の
議
決
は
そ
の
有
効
な
る
が
た
め
に
も
市

滲
事
會
の
同
意
を
必
要
と
し
な
か
つ
た
、
す
べ
て
市
の
施
設
及
び
螢
造
物
の
管
理
は

一
般
に
市
蓼
事
倉
こ
れ
を
行
は
す
に
、
市
會
議



員
、
市
参
事
會
員
及
び
市
公
民
か
ら
成
立
し
た
委
員
會
に
よ

つ
て
な
さ
れ
て
ゐ
た
。

一
方
全
公
民
は
市
名
岩
職
を
捲
任
す
る
義
務
を

有
す
る
こ
と
」
し
た
、
即
ち
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
實
際
生
活
を
螢
む
市
公
民
が
市
行
政
に
対
し

、
名
墾
職
的
協
力
を
致
す
こ
と
を
最
も

重
視

し
た
、
何
と
な
れ
ば
、
第

一
に
、
名
嬰
職
に
よ
る
こ
と
が
節
約
的
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
地
方
的
事
情

に

精
通
し
且
各
種
の
職
業
に
経
験
あ
る
定
住
者
を
市
の
た
め
に
利
用
し
得
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
入
民
を
公
共
事
件
に
協

力
せ
し
め
る
よ
う
教
育
し
、
且

一
般
的
國
家
意
識
を
自
畳
向
上
せ
し
め
得
る
こ
と
、
の
利
益

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
し
か
し
乍
ら
、

こ
の
點

に
於

い
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン

が
名
蓉
職
即
ち
無
給
職
の
活
動
の
う
ち
に
自
治
の
決
定
的
要
素
を
み
て
ゐ
た
と
す
る
の
は
誤
解
で

ビ
ユ
ル
ガ
ロ
マ
イ
ベ
ク
ほ

あ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
に
於
い
て
は
、

首

長

の
地
位
は
す
べ
て
の
市
に
於

い
て
完
全
な
る
有
給
職
と
す
べ
き

こ
と
、
更

に
小

。
中

.
大
の
各
市
の
市
参
事
會
員

の
地
位
は
夫

々
一
名
、
二
名
若
く
は
四
名
の
有
給
職
を
認
む
ぺ
き
こ
と
を
豫
定
し

て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
、
叉
シ
ュ
タ
イ
ン

は
彼
の
長

い
経
験
か
ら
、
比
較
的
大
な
る
行
政
職
に
於
け
る
事
務
の
規
則
的
虚
理
は
有
給
員

の
綴
績
的

.
絶
対
的

.
時
と
力
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
こ
と
、
更
に
、
名
誉

職
に
よ
る
活
動
は
假
令
有
給
職

に
よ
る
活
動
を
著
し
ぐ
促

進

・
補
助
し
得
る
に
し
て
も
、
實
際
的
に
は
こ
れ
に
代
行
し
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
、
唯
だ
出
來
得
る

限
り
廣
汎
園
に
名
恐
口職
的
活
動

が
行
は
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
叉
澄
刺
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
自

の

治

の
要

素

で

な

い
、

と
考

へ
ら

れ

て

ゐ

た

の

で
あ

る
。

シ
ュ
タ

イ

ン
が
彼

の

十
四

ケ

月

の
在

…職
中

に
完

成

し

た

の

は
、

唯

々
市

制

だ
け

で

あ

つ

て
、

他

の
地

方

團

鱒

に
關

す

る

も

の
は

市

制

と

同

様

な
精
神

に

よ

つ
て

計

書

だ

け

は

な

さ

れ

て

ゐ
た

が
、

未

だ

彼

に

よ

つ

て
實

施

さ

れ

て

ゐ

な

か

つ
た
、

そ

れ

だ

け

に

シ

ュ
タ

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
田心
想
と
ナ
チ

ス
地

方
制

(
字
賀

田
)

(
第
六
巷

第
三

號

八

一
)

二
五



イ
ン
市
制
は
シ
ュタ
イ

ン
の
抱
懐
し
た
根
本
思
想
を
充
分
に
表
現
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
來

ろ
。

こ
の
や
う
な
シ

コ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
は
い
つ
れ
に
根
源
を
持
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
、
こ
の
點

が
ギ
ル
ケ

に
於
い
て
、
特

に
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

從
來
、
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
の
根
本
思
想
が
い
つ
こ
に
根
源
を
持

つ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
主
と
し
て
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
革

命

の
影
響
を
う
け
た
も
の
な
り
や
、
否
や
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點

に
就

い
て
は
、
積
極
及
び
消
極
の
二
説
が
あ

つ
た
、
積
極
説
、
即
ち
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
を
う
け
た
と
な
す
も
の
は
、

で
あ
り
、
消

極
説
、
即
ち
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
影
響
を
う
け
す
と
な
す
も

の
は

で
あ
る
。

ぱ
第

一
に
史
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
熱
心
に
研
究
し
、

シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
と
フ
ラ
ン
ス
立
法
特
に

一
七

八
九
年
か
ら

一
七
九

一
年
ま
で
の
所
謂
憲
法
議
會
時
代
の
立
法
と
を
比
較
し
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
が
こ
の
時
代
の
フ
ラ

ン
ス
立
法

に
影
響
を
う
け
た
こ
と
を
述
べ
た
、
即
ち
、
シ

ュ
タ
イ

ン
市
制
第
七
十

一
條
に
於

い
て
示
さ
れ
た
市

曾
議
員
選
基
に
關
す

る
根
本
規
定
は
、

一
七
八
九
年
十
二
月
二
十
二
日
及
び

一
七
九
〇
年

一
月
八
日
の
フ
ラ
ン
ス
選
挙
法
に
殆
ど
類
似
す
る
、

叉
、

シ
ュ

タ
イ
ン
市
制
第

百
十
條
は
市
会
議
員

に
於
い
て
次
ぎ
の
用
語
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、

M
ax  L

e  hm
ann
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L
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こ
れ
に
対
し
.
上
記

フ
ラ
ン
ス
選
塁
法
第

三
十
四
條
の
規
定
は
、

と
定
め
て
ゐ
る
の
は
敦
れ
も
、

一
七
九

一
年

フ
ラ
ン
ス
憲
法
第
七
條

の

こ
の
規
定
に
基
く
も

の
と
し
て
ゐ
る
、
同
様
な
類
似
黙
は
術
多
く
の
黙
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
殊
に
シ

ュ
タ
イ

ン
市
制
の
原
案

と
も
み
る
べ
き
シ
ュ
タ
イ
ン
の
協
力
者

の
草
案
は
著
し
く

フ
ラ
ン
ス
立
法
に
酷
似
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、

の
積
極
説
を
徹
底
的
に
否
定
し
、

シ
ュ
タ
イ

ン
自
身
は

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
運

恥

奉
者
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
強
調
し
、
特
に
シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
は
フ
ラ

ン
ス
革
命

の
影
響

の
下
に
立
た
ざ
る
旨
を
次
ぎ
の
よ
う
に
論
じ

て
ゐ
る
。

シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
模
倣
で
な
い
、
フ
ラ

ン
ス
革
命

の
市
制
は
當
時
模
倣
さ
る
べ
く
未
だ
存
在
し
て
ゐ
な
か
つ

た
、
何
と
な
れ
ば
、
革
命
の
齎
し
た
の
は
市
制
で
な
く
し
て
、
市
と
市
以
外
の
地
方
に
均
し
く
適
用
さ
れ
る
統

一
地
方
制
で
あ
つ
た

か
ら
で
あ
る
、
統

一
地
方
制
に
ょ
つ
て
す
べ
て
の
地
方
團
體

を
均
し
く
取
扱
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
合
目
的
な
理
由

か
ら
來
た
も
の
で
な

 gehorcn"
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シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
字
賀
田
)

(第
六
管

第
二
號

八
四
)

二
八

く
、

一
七
八
九
年

の
革
命
思
想
に
基
く
所
の
根
本
的
理
由
か
ら
來
た
も
の
で
あ
る
、
即
ち
、
手
等
思
想

の
結
果
と
し
て
入
は
革
命

の

除
勢
に
依
り
雫
等
化
を
實
行
し
た
の
で
あ
つ
て
、
平
等
化
は
理
論
的
立
場
か
ら
是
認
さ
れ
る
が
、
實
際
的

.
合
目
的
な
立
場
か
ら
は

寧
ろ
誤
つ
て
ゐ
る
、
大
小
の
地
方
団
体

が
存
在
す
る
に
も
拘
ら
す
統

一
的
地
方
制
を
持

つ
こ
と
は
、
市
に
対
し

て
は
余
り

に
狭
く
、

村
に
対
し

て
ぱ
余
り

に
廣

い
結
果
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
、

こ
の
統

一
制
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
唯

々
市
に
封

し
て
の
み
適
用
せ
ら
れ
、
市
以
外
の
他
の
地
方
を
特
殊
扱
ひ
に
し
た
こ
と
に
於

い
て
、
フ
ラ
ン
ス
統

一
制
と
根

本
的
に
思
想
的
に
著

し
い
差
異
を
持
つ
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
叉
、

シ
ュタ
イ

ン
市
制
の
内
容
か
ら
み
て
も
著
し
く
異

る
庭
を
持

つ
て
ゐ
る
、

タ

う

ラ

つ
ロ

ご
　

ら

]≦
。叫巽

ぱ
特
に
樺
隅
、
公
民
制
度
及
び
監
督
橘
の
三
つ
の
粘
に
於
い
て
彼
我
根
本
的
に
相
異
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
、
特
に
そ

の
思
想
的
に
最
も
主
要
な
差
異
と
み
ら
れ
る
の
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
と
フ
ラ
ン
ス
立
法
と
に
於
け
る
公
民
制
度
で
あ
る
、
フ
ラ

ン

ス
に
於
い
て
は
、
市
又
は
市
以
外

の
他
の
地
方
團
體

の
事
務
に
参
加
し
得
る
権
利
は

一
般
國
民
の
権
利
と
し
て
存
在
す
る
が
故
に
、

フ
ラ

ン
ス
國
民
が

一
つ
の
地
方
団
体
区
域

内
に

一
ケ
年
以
來
事
實
上
住
所
を
有
す
れ
ば
投
票
権

を
取
得
す
る
、
所
謂
住
民
團
器
主
義

ゆ

を
と
る
の
で
あ
る
、
住
民
團
體

主
義

の
存
在
し
た
理
由
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
流
れ
た
雫
等

の
原
則
を
具
現
し
た

も
の
に
外
な
ら
な
い
、

こ
れ
に
反
し
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
於
い
て
は
市
の
事
務
に
参
加
し
得
る
樫
利
は
特
に
市
公
民
の
権
利
と
し
て
存
在
す
る
が
故
に
、

當
時
プ

ロ
イ
セ
ン
國
民
が

一
つ
の
市
匿
域
内
に

一
定
期
間

住
所
を
有
す
る
と
し
て
も
こ
れ
に
依
つ
て
直
ち
に
公
民
樺
を
取
得
し
な
い
、

市
公
民
樫
取
得
の
た
め
に
は
、
當
該
市

の
厩
域
内
に
家
屋
を
有
す
る
定
佳
者
に
し
て
法
定
欠
格
條
件
を
俘
は
な

い
者
た
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
所
謂
公
民
團
體

主
義
を
と
る
の
で
あ
る
、
公
民
團
體
主
義
の
生
成
は
獨
逸

中
世
の
都

市
に
於
い
て
で
あ
る
こ
と
は
既
に



い

明
か
な
所
で
あ
る
。

こ
の
積
極
説
及
び
消
極
説
の
中
聞
を
行
か
ん
と
す
る
者
が
折
衷
説

で
あ
る
、
折
衷
説
は
シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
の
起
原
を
、

一
面
に
於

い
て
、
大
改
革
者
シ

ュ
タ
イ
ン
及
び
そ
の
協
力
者
の
才
智
に
蹄
す
る
と
共
に
、
他

の

一
面
に
於
い
て
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
及
び
當
時
代

ゆ

の

フ
ラ

ン

ス
立
法

の
影

響

に
蹄

し

て
ゐ

る
。

こ

れ

に
対
し

、
ギ
ル
ケ

は

如

何

な

る
立

場

を

と

つ
た

か

、
先

づ
、

ギ

ル

ケ

の
独
自

の
思

想

に

擦

つ
て

、
L
e
h
m
a
n
n
の
積

極

説

に

反
対
し

た

の
は

云

ふ
ま

で
も

な

い
、

即

ち

、
ギ
ル
ケ

は

云

ふ
、
L
e
h
m
a
n
nが

シ
ュ
タ

イ

ン
を

以

て

フ
ラ

ン

ス

の
模

倣

者

で

あ

る

と
す

る

の
は

全

然

正
當

で
な

い
、
L
e
h
m
a
n
n
は

シ

ュ
タ
イ

ン
に
対
す

る

フ
ラ

ン
ス
的

理

想

の
影
響

を
過

大

に
評
価

し
從

つ
て
こ
の
點

に

恥

於
い
て
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
を
誤
つ
て
観
察
し
て
ゐ
る
と
云
ぱ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
叉
、

一
方
、
シ
ュ
タ
イ
ン

の
自
由
主
義
的
渇
仰
者

達
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
あ
ら
ゆ
る
偏
見
を
克
服
す
る
こ
と
に
依
つ
て

一
七
八
九
年

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
想
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
革
命
の

最
も
債
、値
あ
る
成
果
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の
た
め
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

シ

ュ
タ
イ
ン
を
地
の
い
㌧
自

由
主
義
者
と
し
よ
う

蹴

と

し

て

ゐ

る

こ

と

に
対
し

て
も

亦
ギ
ル
ケ

は
反
対

を

示
し

て
ゐ

る

。

鋤

ギ

ル

ケ

は
シ
ュ
タ
イ
ン

を

こ
う

み

て
ゐ

る

、

シ
。
ク

イ

ン
は

フ
ラ

ン
ス
革
命

の
公

敵

で

あ

る

、
シ
ュ
タ
イ
ン

は

い
か

な

る

場

合

に
於

い
て

も

フ
ラ

ン

ス
革
・命

の
同

情

者

で
な

い
、

フ
ラ

ン

ス
に

革

命

を
招

き

且

祖

國
獨
逸

に
ま

で
恐

る

べ
き
壌

滅

を

惹

き

お

こ
さ

し

め

た

こ

と
以

來

、

シ

ュ
タ

イ

ン
の

フ
ラ

ン

ス
國

民

に
対
す

る
嫌

悪

の
情

は

和

ぎ

得

な

い
も

の
と

な

つ
て

ゐ

た

、

彼

自
身

に

於

い

て
も

そ

の

貴

族

的

精

神

は
民

主

々
義

的

理
想

に

無
縁

な

も

の

で
あ

つ
た

、

彼

の
思

索

も

亦

歴

史

的

で
あ

つ

て
急

進

的

な

も

の

で
あ

り

得

な

か

つ

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想

と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第
六
谷

第

二
號

八
五
)

二
九



シ

ュ
タ
イ

ン
、

シ
ェ
タ

イ

ン
市

制

の
根
本

思

想

と

ナ

チ

ス
地
方

制

(
宇

賀

田
)

(
第

六
春

第

二
號

八

六
)

三
〇

た
、
唯

々
岨
國
の
壌
滅
時
代
に
於
い
て
、
彼
の
火

の
よ
う
な
精
艸
は
、
愛
國
的
躍
進
に
道
を
與

へ
敵
の
鐵
鎖

を
断
た
ん
と
す
る
場
合

に
は
、
急
進
的
思
想
そ
の
も
の
に
ふ
さ
わ
し
か
つ
た
、
が
、
そ
の
建
設
せ
ん
と
す
る
虜
は
飽
く
ま
で
歴
史
の
與

へ
た
所
に
結
合
し
て

ゐ
た
、
い
は

ゴ
、
シ
ュ
タ
イ
ン

は
徹
底
的
に
ゲ
ル
マ
ン
人
で
あ
つ
た
、
と
い
ふ
彼
が
、
ど
う
し
て
革
命
の
理
想
に
醇
ひ
且
叉
殊
に
フ

蹄

ラ
ン
ス
入
に
習
得
し
た
で
あ
ら
う
か
、
こ
の
點

に
就

い
て
ギ
ル
ケ

は
こ
う
解
釈

し
て
ゐ
る
、
當
時

フ
ラ
ン
ス
及
び
プ

ロ
イ
セ
ン
の
新

興
運
動
は
重
要
な
黙
に
於
い
て
共
通
的
基
本
思
潮
に
根
ざ
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
、
そ
れ
は
、
箪
に

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
精

帥
運
動
発
展

の
あ
ら
は
れ
で
な
く
し
て
廣
く
欧
洲
に
於
け
る
精
神

運
動
螢
展
の
あ
ら
は
れ
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
、
所
謂

一
七
八
九
年

の
思
想
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
年
號
が
示
す
以
前
か
ら
既
に
廣
く
存
在
し
て
ゐ
た
庭
の

・
啓
蒙

・
入
道

・
理
性
と
い
ふ
名
で
以

て
示
さ
れ
て
ゐ
た
精
神
運
動
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
既
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
二
ヶ
國
に
於
い
て
は
實
現
さ
れ
た
虚
で

あ
り
、
唯

々
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
こ
れ
が
暴
力
的
に
敢
行
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
於

い
て
の
彼
等
は
唯

々
過

去

の
み
を
知
り
こ
れ
を
破
壊
す
る
だ
け

で
あ
つ
て
將
來

の
何
た
る
か
を
理
解
し
な
か
つ
た
、

シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
想
は
こ
れ
と
異
る
、

シ
ュ
タ
イ
ン

は
先
づ
歴
史
的
に
思
索
し
た
が
、

シ
ュ
タ
イ
ン
が
歴
史
的
に
思
索
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
事
物
の
発
展
性
を
感
得
し
た
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
、
彼
は
過
去
と
將
來

の
境
界
鮎
に
立
つ
て
、
同
時
に
過
去
と
將
來
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
來
た

、
め
に
、

世
紀
を
支
配
し
た
處

の
進
歩
的
思
想
を
以
て
彼
の
改
革
事
業
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
シ
ュ
タ
イ
ン

は
こ
の
進
歩
的
思
想
を

わ
ざ
わ
ざ

フ
ラ
ン
ス
か
ら
得
よ
う
と
欲
し
な
か
つ
た
、
從
つ
て
シ

ュ
タ
イ
ン
が
そ
の
市
制
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
の
形
式
の
う
ち
か

ら
特
に
非
フ
ラ

ン
ス
的
な
近
代
的
思
想

の
表
現
を
探
用
し
若
く
は
そ
の
探
用
を
彼
の
協
力
者

宰
Φ団
に
依
つ
て
是
認
し
た
場
合
に
於



い
て
も
、
そ
れ
は
殆
ど
問
題

で
な
い
事
項
に
騰
す
る
、
叉
英
國
の
事
情

か
ら
多
く
の
重
要
な
暗
示
を
得
た
に
し
て
も
、
そ
の
模
範
と

な

つ
た
も
の
は
フ
ラ

ン
ス
法
で
も
な
く
、
英
國
法
で
も
な
い
、
シ
ュ
タ
イ
ン

が
創
造
し
た
處
は
唯

々
獨
逸
の
原
像
で
あ
つ
た
、
實
に
、

獨
逸
精
神

の
う
ち
に
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
の
眞
の
根
源
を
究
め
得
る
の
で
あ
る
、
獨
逸

的
國
家
意
識
及
び
獨
逸

的
法
意
識
の
深
み
か
ら

諭

シ
ュ
タ
イ
ン
は
そ
の
大
な
る
立
法
的
思
想
を
創
造
し
た
、
し
か
も
そ
れ
は
唯

々
獨
逸
的
で
あ
つ
て
プ

ロ
イ
セ

ン
的
で
な
か
つ
た
の
で

あ
ろ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
獨
逸

的
根
源
を
持
つ
こ
と
を
最
も
明
か
に
そ
の
重
要
條
規
の
う
ち
に
示
し
て
ゐ
る
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
を

支
配
す
る
根
本
思
想
は
、
明
か
に
独
立

な
共
同
団
体

の
意
義
に
於
け
る
市
の
組
織
で
あ
る
、
即
ち
、
市
は
、
固
有

の
生
命
を
附
與
せ

ら
れ
、
市
民
の
合

一
的
全
体

に
内
花
し
た
る

・
選
挙
に
基
く
機
關
に
依
つ
て
活
動
す
る

・
共
同
團
體

と
し
て
自

ら
の
事
務
を
独
立

に

抽

行
政
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ギ
ル
ケ

に
依
つ
て
は
、

シ

・
タ
ィ
ン
市
制
の
根
本
思
想
が
こ
う
解
澤
さ
れ
て
ゐ
る
、
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
の
根
本
思
想
は

フ
ラ
ン
ス

的
又
ぱ
英
國
的
模
倣
で
な
く
し
て
、
實
に
獨
逸

的
精
神

の
復
活
で
あ
つ
た
、
從

つ
て
、

シ
ュ
タ
イ
ン
が
求
め
た
虚

の
も
の
は
唯

々
稠

逸
の
過
去
で
あ
つ
た
、
市
自
由
の
回
復
、
國

の
監
督
僅

の
除
去
、
市
民
団
体

へ
纂
奪
さ
れ
た
樫
利

の
返
還
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
特

に

宰
身

草
案
の
強
調
す
る
塵
で
あ
つ
た
。

諭

こ
ゝ
に

於

い
て
、
ギ
ル
ケ

も
亦
シ
ュ
タ
イ

ン
と
同
様
に
獨
逸

の
過
去
を
追
起
す
る
、
實
に
中
世
獨
逸

の
都

市
は
獨
逸

の
地
上
に
最

初
に
實
現
さ
れ
た
自
由
的

・
國
家
的
共
同
團
體

の
思
想
で
あ
る
、
そ
こ
で
は
都
市
に
於
い
て
先
づ
古
ゲ
ル
マ
ン
的
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
わ,フ

ゲ

ノ
ツ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
サ
ツ
ヒ

ト

が

團
腱

に
ま

で
凝

結

し

た
、

都

市

は

一
ケ

の
独
立

人

と

し

て
存

在

し

團

.
艦

的

構

成

を

守

り

、

そ

の
人

格

は
結

合

し

た

る

全

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
字
賀
田
)

(
第

六
巻

第

二
號

八
七
)

ゴ
=



シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

八
八
)

三
二

盟
に
内
在
し
た
る
統
一
體

で
あ
り
、
自
ら
の
機
關
に
依
つ
て
自
由
に
自
ら
を
治
め
得
る
共
同
艦
で
あ
る
。
從

つ
て
、
ギ
ル
ケ
時
代
に

於
け
る
國
家
観
念
を
以
て
す
れ
ば
、
獨
逸
都
市
は
最
古

の
獨
逸
國
家
で
あ
つ
た
、
各
都
市
は
そ
の
獲
得
し
た

る
勢
力
範
囲

内
に
於

い

て
新
國
家
理
想
を
貰
《
こ
と
が
出
來
た
が
、
そ
の
勢
力
範
囲

の
内
容
は
、
各
都
市
に
於
い
て
同
様
な
も
の
で
な
か
つ
た
、
叉
、
獨
逸

都
市
は
、
英
國
、
フ
ラ

ン
ス
、
伊
太
利
の
都
市

と
異
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
た
、
特
に
、
獨
逸

都
市
は
若
干
の
例
外
は
あ
つ
た
が
伊
太

利
都
市

の
よ
う
に
市
以
外
の
地
方
を
市
に
隷
騎
せ
し
め
市
國
家
と
し
て
國
家
的
主
権

を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
。

が
、
一
方
、
國
家
の
護
展
が
急
進
し
て
所
謂
領
主

的
國
家
が
生
誕
す
る
と
、
都
市
は
從
來
國
家
的
と
し
て
獲
得
し
た
も
の
を
放
棄
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
唯

々
一
つ
國
家
的
共
同
膿

の
思
想
は
こ
れ
を
放
棄
し
な
か
つ
た
、
領
土
的
國
家
は
純
粋
な
施

設

的

な
官
憲
國
家
に
発
展

し
、
國
家
は
施

設
と
し
て
存
在
し
た
、
國
家

の
人
格
は
、當
時
の
啓
蒙
さ
れ
た
解
釈

に
依
れ
ば
、支
配
者
自
身

の
人
格
に
あ
ら
は
れ
る
の
で
な
く
し
て
、支
配
者
に
依
つ
て
完
全
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、結
合
さ
れ
た
全
体

に
内
在
す
る
も
の

で
な
く
し
て
こ
れ
に
超
越
す
る
も
の
で
あ
つ
た
、
從
つ
て
、
官
憲
國
家
に
於
い
て
は
唯

々
隷
属
民

(
U
n
t
e
r
t
a
n
e
n

)
の
み
あ
つ
て
市

民

(
B
u
r
g
e
r

)

が
存
在
し
な
い
、
都
市
に
於

い
て
も
亦
そ
の
團
體

的

思
想
が
失
は
れ
た
が
、
既
に
変

移
し
た
勢
力
関
係

に
於

い
て
は
、
都
市
は
奮
來
の
よ
う
な
反
抗
力
を
持
ち
得
な
か
つ
た
、
か
く
し
て
、
官
憲
國
家
は
國
家
内
部

に
於

い
て
す
べ
て
の
團
體

の

國
家
的
権
力
を
破
壊
し
、
所
謂
國
家
内
に
於
い
て
の
國
家

の
存
在
を
許
さ
な
く
な
つ
た
の
み
で
な
く
、
団
体

樺

の
独
占
を
確
保
し
、

團
體

を

積
成
す
る
力
は
唯

々
國
家
か
ら
附
與
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な

つ
た
、
更
に
、
す
べ
て
の
.公
法
的
團
體

は
國

の
施

設
に
改

造
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
生
命
は
國
の
力
か
ら
発
生

し
國
の
指
導
に
服
從
す
る
に
至

つ
た
、
都
市
も
亦
公
法
的
團
罷
と
し
て
こ
の
例



に
洩
れ
な
い
・
即
ち
・
都
市
は
法
人
格
を
持

つ
た
國
の
瀬
.
諏

ど
し
て
存
在
し
、
そ
の
皇

及
自
治
も
唯

々
國

の
委
任
に
基
い
覇

魍

め
ら
れ
、
且
、
國
に
依
つ
て
定
め
ら
れ
た
地
方
官
憲
た
る
の
作
用
を
な
し
、
官
許
の
市
蓼
事
愈
を
持
ち
、
固
有
事
務
の
範
囲
も
亦
唯

々
財
産
行
政
に
の
み
制
限
せ
ら
れ
、
す
べ
て
の
活
動
は
國
の
統
制
に
服
す
る
に
至

つ
た
。

か
く
の
如
き
都
市
の
壊
滅
を
救
つ
た
も
の
は
實
に
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
で
あ
つ
た
、
シ
ュタ
イ
ン
市
制
は
こ
う
し
た
都
市
の
崩
壊
か
ら

都
市
の
復
興
を
呼
び
戻
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
飽
く
ま

で
獨
逸
精
神

の
復
活
で
あ
つ
た
、
が
、
シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
は
新
國
家

思
想
に
基

い
て
ゐ
た
た
め
に
、
嘗
て
都
市
に
附
與
さ
れ
て
ゐ
た
國
家
的
権
力
を
當
然
に
剥
奪
し
、
都
市
は
今

や
國
家
に
於
け

る
國
家

節

た
る
の
地
位
を
持
た
す
し
て
、
國
家
と
本
質
的
に
異
つ
た
地
方
團
船
と
し
て
表
示
さ
れ
る
に
至
つ
た
、
が

ニ
カ
、
都
市
は
地
方
的
共

同
口
的
に
依

つ
て
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限

つ
て
の
み
そ
の
固
有

の
活
動
範
囲

が
附
與
さ
れ
た
、
そ
の
主
た
る
事
務
は
裁
判
と
警
察
と

で
あ
る
、
殊
に
地
方
警
察
に
就
い
て
は
市
の
固
有
事
務
か
ら
分
離
し
て
委
任
事
務
と
し
、

一
方
そ
の
経
費
は
市
の
支
出
に
属
す
る
も

の
と
す
る
に
至

つ
た
、
か
く
の
如
き
方
法
は
勿
論
獨
逸

の
法
解
釈

に
矛
盾
し
且
叉
市
制
の
根
本
思
想
に
も
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
が

術
今
日
ま
で
プ

ロ
イ
セ
ン
に
残
存
し
て
ゐ
勘
、
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
、
急
速
に
発
展

し
力
強
く
蓬
頭
し
た
全

獨
逸

に
於
け

る
都
市
の
共
同
髄

の
改
造
に
劉
し
そ
の
模
範
を
示
す
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、
實

に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
團
體

的

自

治

號

の
復
活
に
対
し

そ
の
出
発
鮎
を
與

へ
た
も
の
で
あ
り
、

シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
は
國
民
的
再
建

の
完
成
を
な
し
た
も

の
で
あ
る
。

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と

ナ
チ

ス
地
方
制

(
字
賀

田
)

(
第

六
巷

第

二
號

八
九
)

三
三

D
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D
rew

s, a. a. 0. S. 49 ff.



③

拙
稿

「
自
治

の
要
素

に
就

い
て
」
法
政
研
究
第
五
巻
第
二

號

二
二
頁
以
下

⑦

拙
稿

「
自
治
権
の
史
的
発
展

」
國
家
學
會
雑
誌
四

二
巷

一
一
號

ニ
ニ
頁

以
下

⑧

拙
稿

「
自
治

の
要
素
に
就

い
て
」
前
掲

コ
ニ
頁
以
下

.
元

來

、

シ
ュ
タ

イ

ン
市
制

が

い
か
な

る
思

想

的

根
採

を

有

す

る

か

に
就

い

て
は
、

澱

し

い
論
璽
が
行

は
れ
、

そ

の
代

表

的
な

も

の
は
、

と

で
あ

つ
た
、

そ

れ

ら

の
論

翁

は

、

シ
ュ

タ

イ

ン
思
想

の
根

源

を

、

フ

ラ

ン

ス
に
求

め
る
も

の
、
英

國

に
求

め
る

も

の
、

ウ

ェ
ス
ト

フ
ァ
リ

ア
自

治
制

に
求

め
る

も

の
及

び
獨
逸

中

世

の
都

市

に
求

め

る
も

の
等

に
わ

か
れ

た
。

M
eissner H

. H
.,  G

rundsatze der Steinschen Stadteordnung vom
 19. N

ovem
ber 1808 und deren E

ntw
ickelung in

den spiiteren preussischen G
em

eindeverfassungsgesetzen. 1913. S. 14 ff.

D
rew

s. a. a 0. S. 51. 

D
rew

s, a. a. 0. S. 52 ff.

L
ehm

ann M
., Freiherr von Stein. 3 B

ande. 1902--1905.

M
eier, Franzosische E

infliisse auf die Staats-und R
echtsentw

icklung Freussens im
 X

IX
. Jahrhundert, B

d. II.

Preussen und die franzO
sische R

evolution, 1908.

(Pathe K
., V

or 125 Jahren—
der Freiherr vom

 Stein arbeitete fir unsere Z
eit in „D

er G
em

ei-

ndetag" 27 Jahrg. N
r 10. 1933. S. 553.)

L
ehm

ann
M

eier

L
ehm

ann, II. a. a. 0. S. 453. 

M
eier, a. a. 0. S. 214. 

M
eier, a. a. 0. S, 330 ff. 

M
eier, a. a. 0. S. 336 ff.



拙
稿

「
自
治
の
要
素

に
就

い
て
」
前
掲

二
七
頁
以
下

拙
稿

「
自
治

の
要
素

に
就

い
て
」
前
掲

二
三
頁

以
下

こ
の
點

に

於

い
て
、

も

亦

シ
ュ
タ

イ

ン

の
世

界

観

は

フ
ラ

ン

ス
革
命

に
於

い
て
よ

り
も

、

寧

ろ

多

く
中
世
時
代

に
某
礎
を
持

つ
て
ゐ

る
と
云

つ
て
ゐ
る
^

ギ

ル
ケ
は

シ
ュ
タ
イ

ン
市

制

は

フ

ラ

ン

ス
的

影

響

を

う

け
た

も

の
で

な

い
こ
と

を
明

か

に
す

る

一
面

に
於

い
て
、

他

の
側
か
ら

の
影
響
に
就

い
て
こ
れ
を
述

べ
て
ゐ
る
。

即
ち
、
先
づ
自
然
法
殊

に
自
然
法
的
社
會
説

と
の
関
係

を

の
べ

、
就

中

、

は
、

シ

ュ
タ

イ

ン

の
精
神

に
謝

し

最
も

深

い
影
響

を
與

へ
、

シ
ュ
タ

イ

ン
の
歴

史
観

の
師

で

あ

リ
、

シ
ュ
タ

イ

ン
に
対
し
獨
逸

の
過

去

の
歴

史

を
教

へ
た
者

で
あ

る
と

し

た
。

29

シ
ュ
タ
イ

ン
市

制

に
対
し

て
別

ケ

の
観

察

を

下
す

者

は
前

述

し

た

よ
う

に

で
あ

る
、
彼

は
、

一
八
〇

八
年

の
市
制

が
都

市

の
地
位

(

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と

ナ
チ

ス
地
方
制

(
字
賀

田
)

(
第

六
巻

第

二
號

九

一
)

三
五

M
eier, a. a. 0. S.  345  ff.

M
eissner, a. a. 0. S. 76.

G
ierke, a. a. 0. S. 7.

G
ierke, a. a. 0. S. 7ff.

G
ierke, a. a. 0. S. 8. 

G
ierke, a. a. 0. S. 9. 

G
ierke, a. a. 0. S. 11. 

G
ierke, a. a. 0. S. 11 ff. 

G
ierke, a. a. 0. S. 17. 

G
ierke, a. a. 0. S. 28 ff.

G
ierke, a. a. 0. S. 32.
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M
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(M
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(G
ierke, a. a. 0. S. 21 ff.)

(G
ierke, a. a. 0. S. 23.)

M
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に
対
し

、
本
質

的
変
更

を
與

へ
た

こ
と
を
充
分

に
認
め
て
ゐ
る
が
、
所
謂
農
民
解
放

と

い
ふ

よ

う

な
眩
惑
的
な
も

の
で
な

い
と
云

つ
て
ゐ
る
。

そ
こ
で

は

そ

の
特
異

の
立
場

に
於

い
て
、

一
八
〇
八
年

の
市
制

の
内
容
を
論
じ
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
都
市
は

一
八
〇
八
年
市
制

以
前

に
於

い
て
既
に

こ
れ
よ
り

も
多
く

の
紙
上

の
権
利
を
取
得
し
て
ゐ
た

こ
と
を
述

べ
、

市
制

の
條
文

は
、
假

令

シ
ュ
タ
イ

ン
が

フ
ラ

ン
ス
車

命

に
根
本
的

に
反
対

で
あ

つ
た
と
は
云

へ
、

に
依

つ
て

フ
ラ
ン

ス
の
地
方
制

の
重
要
條
文
か
ら
採

用
さ
わ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

か
に

し

結
局

一
八
〇

八
年

の
市
制

は
、

か
げ
で
屡

々
轡

め
ら
れ
て
ゐ
る
よ
う
な

そ
ん
な
親
福

せ
ら
る
べ
き
奴
果

を
持

つ
て
ゐ

る
も

の
で
は
な

い
と
云

つ
て
ゐ
る

か
く
の
如
く
、

シ
ュ
タ
イ
ン
が
國
民
的
再
建
の
役
割
を
持
ち
、

シ
ュタ
イ
ン
市
制
が
団
体

的
自
治
の
復
活
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
と
の
關
聯
が
近
時
厘

々
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
も
亦
國
家
的
再
建
の

問
題
が
そ
の
主
要
.な
目
的
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
地
方
制
は

一
九
三
五
年

一
月
三
十
日
公
布
、
同
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
ゐ
る
、
そ
の
上
論
に

「
獨
逸
地
方
制

ハ
國

ト
電
…ト
ノ
緊
密
ナ
協
働

ニ
ヨ
リ
地
方
團
體

ヲ
シ
テ
最

モ
ヨ
ク
活
動

セ
シ
メ
且
地
方
自
治
ノ
創
始
者
、
國
宰
相

シ

ュ
タ
イ

ン
ノ
眞
精
愁

二
於
テ
國
ノ
目
的
ノ
達
成

二
協
力

セ
シ
メ
ン
ト
ス
…
…
獨
逸

地
方
制

ハ
ナ
チ
ス
國
家
ノ
基
礎
法

ニ
シ
テ
簿

コ
ノ
基
礎

ノ
上

二
新
國
家

ノ
建
設
ガ
完
了

セ
ラ
レ
ン
ト
ス
」

と
あ
る
。

こ
れ

に
依

つ
て
み
れ
ば
、

ナ
チ
ス
地
方
制
は
シ

ュ
タ
イ
ン
に
從
つ
て
獨
逸
帝
國
の
再
建
を
目

的
と
し
た
が
如
く
で
あ
る
。

所

謂

(M
ehring F., D

ie  Stadteordnung von 1808. D
ie N

eue Z
eit. 1912. 31 Jg. 1 B

d. N
r. 12. S. 425,

M
ehring

'(M
ehring, a. a. 0. S. 426)'

Frey

(M
ehring, a. a. 0. S. 427y

(M
ehring, a. a. 0. S. 429)



の

「
シ
ュク
イ
ン
に
還
れ
」
な
る
合
言
葉
が
、
こ
瓦
に
、
實
現
さ
れ
た
と
考

へ
る
の
は
必
す
し
も
不
當
で
な
い
。

こ
の
故
に
、
シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
と
ナ
チ
ス
地
方
制
と
の
間
に
は
緊
密
な
関
係

が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
著
し
く
類
似
す
る
も
の
が
あ
,る
と
主
張
す
る
者
が
少

の

く

な

い

。

ゆ

先

づ
、
シ
ュタ
イ
ン
市
制
と
ナ
チ
ス
地
方
制
と
の
関
係

は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の
夢
を
實
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ

黙
に
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、

シ
ュ
タ
イ
ン
は
獨
逸

國
家
の
統

一
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
が
、
獨
逸

國
家

の
統

一
を
完
成
す
る
た
め
に
は
、
猫

逸
全
土
に
施
行
せ
ら
る
べ
き
統

一
法
を
持

つ
こ
と
を
必
要
と
し
た
、
が
、
こ
の
點

に
於

い
て
、
シ

ュ
タ
イ
ン
が
地
方
行
政
上
な
し
得

た
庭
は
、
僅
か
に
プ

ロ
イ
セ
ン
市
制
を
制
定
す
る
に
止
ま
つ
た
の
で
あ
る
、
從
つ
て
、
地
方
行
政
上
、
シ

ュ
タ

イ
ン
の
夢
み
た
統

一

口
的
を
實
現
し
た
も
の
は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
で
あ
る
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
、
首
都
伯
林
を
除
い
て

獨
逸

地
方

制

第

一
二

二
條

」

そ
の
他
の
全
獨
逸

領
域
に
亘
つ
て
施
行
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

た
し
か
に
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
と
ナ
チ
ス
地
方
制
と
は
、
こ
の
點

か
ら
だ
け
で
云

へ
ば
、
両
者

の
間
に
若
干

の
関
係

が
あ
る
と
云

ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
、
し
か
し
、
更
に
、
進
ん
で
、
實
質
的
に
両
者

の
問
に
緊
密
な
関
係

若
く
は
類
似
黙
が
あ
る
か
否
か
に
就
い
て

は
、
術
検
討
を
必
要
と
す
る
、
両
者

の
聞
に
緊
密
な
関
係
若
く
は
類
似
黙
が
あ
る
と
主
張
す
る
者
の
論
難
は
次

ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

第

一
に
、
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建

の
目
的
を
持

つ
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
、
國
家
的
統

一
及
び
國
民
的
再
建

の
重
要
目

的
を
持
つ
こ
と
は
そ
の
上
論
に
於

い
て
明
白
で
あ
る
、
即
ち
、
國
家
的
統

一
を
必
要
と
す
る
が
故
に
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
杢
獨
逸

領

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第

六
巷

第

二
號

九

三
)

三
七



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第
六
巷

第

二
號

九

四
)

三
八

域
に
亘
つ
て
劃

一
的
に
行
は
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、
し
か
し
乍
ら
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
統

一
法
と
し
て
全
獨
逸

領
域
に
亘
つ
て

施
行
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
唯
・・
単
に
公
法
の
領
域
に
於
い
て
、
全
獨
逸

帝
國
の
た
め
に
法
の
統

一
を
計

つ
た
ば
か
り
で
な
く
、

新
國
家
の
基
本
思
想
に
從

つ
て
公
共
行
政

の
基
礎
即
ち
地
方
行
政
の
範
囲
を
確
立
し
、
同
時
に
公
共
行
政
組
織

の
新
な
る
建
設
の
基

ハ

礎

を
決
定
し
た
の
で
あ
る
、
即
ち
、
國
民
的
再
建
を
必
要
と
す
る
が
故
に
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
自
治
制
度
を
以

て
國
策
的

・
憲
法
的

制
度
た
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

の

こ
の
點

は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
最
も
近
接
し
た
勲
で
あ
る
と
云
は
れ
る
。

第

二
に
、
地
方
團
體

を
以
て
國

の
基
礎
と
し
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
の
上
論
に
、

「
獨
逸
地
方
制

ハ
ナ
チ

ス
國
家
ノ
基
礎
法

ニ

シ
テ
、

コ
ノ
基
礎

ノ
上

二
新
國
家
ノ
建
設
ガ
完
了
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
」
と
し
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
先
づ
地
方
団
体

が
國

の
基
礎
的
部
分

で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
來
、
國
家
組
織
に
於
い
て
、
下
か
ら
上

へ
の
建
設
を
試
み
、
叉
、
そ
の
か
く

の
如
き
法
制
を
持
つ
の
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
流
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
、
か
の
ロ
ー
マ
法
流
の
.
上
か
ら
下

へ
の
建
設
及
び
そ
の
か
く
の
如
き
法
制
と
全
然
対
照

的
地
位
に
立
つ
も
の
で
あ

の
る
、
即
ち
、
獨
逸

地
方
制
は
ゲ
ル
マ
ン
法
流
に
從
つ
て
、
國
家
組
織
に
於
い
て
、
下
か
ら
上

へ
の
建
設
を
試
み
、
地
方
団
体

を
し
て

國
家
の
基
礎
た
ら
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
故
に
、
地
方
團
體

に
於
い
て
は
、
國
家
の
目
的
を
實
現
す

る
の
組
織
が
と
ら
れ
、

「
地
方
團
體

ノ
活
動

ハ
國
ノ
法
律
及
ビ
國
指
導
ノ
ロ
的
ト

一
致

シ
テ
行

ハ
ル
ベ
キ
デ
ア
ル
」

「
地
方
團
體

ハ
固
有

ノ
責
任
ヲ
以
テ
行
政
」

獨
逸

地

方

制

第

一
條
第

二
項

欄

逸

地

方

制
、

第

一
條
第

二
項
、
と

せ

ら

れ

、

こ

曳

に

、

す
る
庭

の
公
共
的
地
域
團
體

た
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
點

は
、
又
シ
・タ
イ

ン
市
制
に
定
め
た
地
方
團
體

に
類
似
す
る
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
ギ
ル
ケ

に
依
れ
ば
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制

は
ゲ臨
騰
瞭
際
潟
.
の
上
に
都
市
の
構
築
を
企
圖
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
國
家
的
統

一
と
國
民
的
再
建
を
計
書
し
た
の
で
あ
る
、
自
治
團

髄
は
シ
・
タ
イ

ン
市
制
に
於
い
て
最
も
根
本
的
問
題
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
即
ち
、
國
民
の
公
共
的
行
政

へ
の
零
加
に
依

つ
て
、
國

民
の
國
家
的
統

一
意
識
を
高
揚
し
て
以
て
國
民
的
再
建
に
資
せ
ん
と
し
た
古
智
は
、
今
や
直
ち
に
ナ
チ
ス
地
方
制
に
依

つ
て
模
倣
さ

れ
て
ゐ
る
。

第
三
に
、
地
方
團
體

の
法
人
格
を
認
め
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
第

一
條
第
二
項
に
依
れ
ば
、

「
地
方
團
體

ハ
公
共
的
地
域
団
体

ナ
リ
…
…
」
と
あ
り
、
地
方
団
体

は
從
來

の
よ
う
に
、
公
共
的
地
域
團
體

で
あ
り
、
そ
の
地
域
園
艦
と
し
て
の
地
位
は
、
地
方
國
艦

い

が
公
法
上
の
他
の
團
體

と
匠
別
せ
ら
れ
る
黙
で
あ
る
"

即
ち
、
公
法
上
の
団
体

と
し
て
の
地
方
團
體

は
、
権
利
能
力
、
意
思
能
力
、

行
爲
能
力
及
び
當
妻

能
力
轟

つ
こ
と
が
從
前
の
よ
乏

勃醐
め
ら
れ
て
ゐ
外

叉
第
二
條
笛

項
振

れ
ば
・「
地
方
羅

・
新
ナ

ル
義

務

ハ
唯

ζ
法

律

二
依

ッ

テ

ノ

ミ

コ

レ
ヲ
課

シ
得

ベ

ク
、

地

方
団
体

ノ
権
利

侵
害

ハ
唯

ζ
法

律

二
依

ッ

テ

ノ

、、、
コ
レ

ヲ
爲

シ
得

ベ

シ
…

…
」
と
あ

り

、
か

く

の
如

く

、
法

律

が
、
そ

の
自

然

人

た

る

と

法

人

た

る

と

を
問

は
す

、
こ
れ

に
対
し

、
薪

な

る

義

務

を

課

し

得

る

こ
恥

と
を
認
め
た
場
合
に
は
、
一
方
に
於

い
て
、法
律
が
そ

の
も
の
の
國
家
と
異
つ
た
独
立

人
で
あ
る
こ
と
の
事
實
を
認
め
た
課
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
叉
、

シ
・
タ
イ
ン
市
制
に
於

い
て
認
め
ら
れ
た
處

で
あ
る
、

シ
・
タ
イ
ン
市
制
に
依
る
都
市
は
國
家
に
対
し
独
立

ゆ

し

、

し

か

も
國

家

と
同

一
で

な

い
法

人

格

を

持

つ
も

の
と

し

た
、

こ

」
に
シ
ュ
タ
イ
ン

市

制

の
實

際

上

の
核

心

が
あ

る
。

第

囚

に

、
名
誉

職

制

度

を

設

け

た

こ

と
、

ナ

チ

ス
地

方

制
第

五
條

第

二

項

に
依

れ

ば

、

「
公

民

ハ
何

時

タ
リ

ト

モ
名
誉

職

的

二
自

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
字
賀

田
)

(
第
六
巻

第

二
號

九
五
)

三
九



シ
ュ
タ
イ
ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第

六
巻

第

二
號

九
六
)

四
〇

ラ

ノ
カ

ヲ
地

方
団
体

ノ
福
利

ノ

タ

メ

ニ
提

供

ス

ベ

シ
、
名
誉

職

的

活
動

二
立

ツ
者

ハ
私

利

二
偏

セ
ズ

責

任

ヲ
意

識

シ
テ

以

テ

事

務

ノ

指

導

二
當

リ

ソ

ノ
信

頼

二
報

ヰ

且

一
般

ノ
模

範

タ

ル

ベ

シ
」

と
な

し
、

特

に
第

四
章
住
民

及

び
公

民

の

下

に
於

い
て

名
懇
口職

制

度

を

定

め

て

ゐ

る
。

の

名
春
職
制
が
自
治
行
政

の
た
め
の
要
素
の

一
で
あ
る
か
否
か
に
就
い
て
は
既
に
論
述
し
た
扉

で
あ
る
が
、

シ

ュ
タ
イ
ン
市
制
に
於

い
て
は
、
名
恐
職
制
度
が
自
治
制
度
と
共
に
不
可
分
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
も
亦
名
碁
職

ゆ

制
度
を
設
け
て
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
準
じ
て
ゐ
る
。

第
五
に
、
個
々
の
鮎
に
於

い
て
シ
ュタ
イ
ン
制
に
擦

つ
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
、
或
は
地
方
團
體

の
行
爲
能
力
を
存
し

(
第
四

ビ
ュ
ル
ガ
サ
マ
イ
ス
ク
コ

條
)
或
は
住
民
團
體
主
義
を
定
め

(第
五
條
)
或
は
首

長

制

を
置
き

(
第
六
條
)
或
は
條
例
制
定
椹
を
認
め

(
第
三
條
)
或
は
豫
算

作
成
権
を
與

へ
(第
八
六
條
)
た
が
如
き
、
い
つ
れ
も
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
倣

つ
た
も
の
と
云
へ
る
。の

以
上
の
五
ッ
の
黙
に
於
い
て
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
シ
ュ
タ
イ
ン
自
治
制
の
典
型
的
表
現
で
あ
翫
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
し
か
し
乍
ら
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
、
か
く
云
ふ
が
如
く
、

シ
ュタ
イ
ン
市
制
に
近
似
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

右

の
う
ち
、
第

一
及
び
第
二
の
鮎
は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
の
根
本
思
想
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
勢

ひ
、
ナ
チ
ス
國
家
の
指
導
原

驚

理
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
、
從
つ
て
、
そ
の
限
度
に
於

い
て
は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
、
抽
象
的
に
シ
ュ
タ
イ
ン
に
依
る
統

一
國
家
の
理

想

を
追

ひ
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
あ
ら
は
れ
た
根
本
思
想
を
求
め
た
の
は
確
か
で
あ
ら
う
、
が
、
ナ
チ
ス
地
方
團
罷
の
根
本
組
織
を

定
め
た
具
.龍
的
條
項
を
み
れ
ば
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
必
す
し
も
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
を
追
う
た
も
の
と
認
め
得
な

い
も
の
を
含
ん
で
ゐ



・.
、
特
に
、
以
上
に
掲
げ
た
第
四
、
第
五
の
黙
に
於

い
て
は
、
且
ハ燈
的
に
著
し
く

シ
ュタ
イ

ン
市
制
と
異

つ
た
も
の
を
示
し
て
ゐ
ろ
。

ナ
チ
ス
地
方
制
が
シ
・
タ
イ
ン
市
制
と
異
る
も
の
を
持

つ
と
主
張
す
る
者
の
論
黙
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

第

一
に
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
自
治

の
意
義
を
改
め
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
政
椹

の
確
立
と
共
に
、
ナ
チ
ス
政
府
は

一
九
三
三
年
十
二
月

一
日

「
國
ト
党
ト
ノ
統

一
確
保

二
關

ス
ル
法

(
G
e
s
e
t
z
 
z
u
r
 
S
i
c
h
e
r
u
n
g
 
d
e
r
 
E
i
n
h
e
i
t
 
v
o
n
 
P
a
r
t
e
i
 
 
a
n
d
 
S
t
a
a
t

)

を
発
布

し
、

そ
の
第

一
條
に
於
い
て

「
ナ
チ
ス
革
命
ノ
勝
利
以
後
國
家
社
會
主
義
的
獨
逸

愁
働
窯

(
ナ
チ
ス
党
)

ハ
凋
逸
國

家
思
想
ノ
総
持
者

ニ

シ
テ
國
家

ト
不
可
分

二
結
合

セ
ラ
ル
」
と
せ
ら
れ
、
ナ
チ
ス
党

の
法
律
上
の
性
質
は

「
ナ
チ
ス
窯

ハ
公
法
上
ノ
國
體

ナ
リ
」(
第
二
條
)

B

と

せ
ら

る
。

獅

こ
の
思
想
は
獨
逸

の
行
政
組
織
に
直
ち
に
あ
ら
は
れ
、
そ
の
行
政
運
用
に
対
す

る
窯
の
影
響
は
極
め
て
著
し

い
も
の
が
あ
る
、
國

の
行
政
は
専
任
官
吏
に
依
つ
て
虚
理
さ
れ
て
ゐ
る
が
、黛
は
當
該
行
政
に
対
し

一
定

の
影
響
を
與

へ
得
る
の
組
織
を
と
り
、
し
か
も
そ

の
影
響
は
こ
れ
を
変
改

し
得
な
い
も
の
と
し
て
以
て
、
党

に
依
る
行
政
事
務

の
指
導
を
確
定
B
可
能
な
ら
し
め

て
ゐ
る
、
即
ち
行
政

事
務
は
官
吏
と
黛
代
理
者
と
の
双
方
に
依

つ
て
盧
理
せ
ら
れ
、窯

の
必
要
な
影
響
は
適
宜
に
行
は
れ
る
結
果
、
行
政
専
務
の
虚
理
に
際

し
て
相
互
の
衝
突
を
來
さ
な
い
、
の
み
な
ら
す
、
ナ
チ
ス
の
國
家
観
念
に
於

い
て
、國
家
行
政
吉
地
方
自
治
行
政
と
の
対
立
ば
失
は
れ
、

地
方
自
治
行
政
は
國
家
行
政
の

一
部
分
と
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
自
治
と
窯
と
を
緊
密
に
聯
絡
せ
し
め
る
と
い
ふ
自
治
の
新
し
い
意
義

鋤

が
導

か
れ

る
に

至

つ
た

の

で
あ

る

、

即

ち
、

自

治

の
意

義

を
新

に
説

く

者

に
依

れ

ば

、
ナ

チ

ス
地

方
制

は
、
假

令

そ

の
形

成

を
異

に

し

た

に
し

て
も

、

地

方
團
體

に
対
し

名

義

上

の
自

治

を

與

へ
す

に
、

締

粋

の
自

治

を
認

め

る

に

至

つ
た

の

で
あ

る

、

從

つ

て
、

地

方

團

シ
み
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第
六
巻

第

二
號

九
七
)

四

一



シ
ニ
タ
イ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
剃

(宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

九
八
)

四
二

膣
に
は
、
も
は
や
市
町
村
議
會
主
議
を
認
め
な
い
が
、
固
有
の
財
産
、
固
有
の
責
任
及
び
固
有
の
企
椛
を
認
め
て
ゐ
る
、
地
方
自
治

行
政
は
人
民

の
力
そ
の
も
の
を
行
政
に
吸
引
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
は
官
吏
に
依
る
行
政
で
は
な
く
し
て
、
純
粋
に
自

ら
の
行
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
る
に
、
今
日
の
獨
逸

に
於

い
て
、
人
民
の
力
と
聲
と
は
黛
以
外
に
そ
の
代
表
者
を
み
い
だ

し
難
い
、
從
つ
て
、
若
し
自
治
が
人
民
の
行
政

へ
の
協
力
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
民
と
窯
と
は
相
等
し
い
が
故
に
、
自
治
は
窯

の
行

鋤

政

へ
の
協
力
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
、
窯
と
自
治
と
の
蓮
絡
を
な
し
、
地
方
自
治
行
政
に
対
し
蕪

の
決
定
的
影
響
を
與
ふ
る
者
は
、

抑

ナ
チ
ス
窯

の
代
理
者

(
D
e
r
 
 
B
e
a
u
f
t
r
a
g
t
e
 
d
e
r
 
N
S
D
A
P
.

)
で
あ
る
、
こ
の
點

に
於
い
て
、
ナ
チ
ス
地
方
制

は
第
六
條
第
二
項
に
、

「首
長
及
ビ
助
役

ハ
國
及
ビ
窯
ノ
信
任
ヲ
以
テ
ソ
ノ
職

ニ
ア
ル
ベ
シ
、
蕪
ト
地
方
行
政

ト
ノ

一
致
ヲ
確
保

ス
ル
タ
メ

ニ
特
定
ノ
事
項

二
就
キ
ナ
チ
ス
党

ノ
代
理
者
協
力
ス
、
行
政
ト
公
民
團
罷
ト
ノ
堅
キ
結
合

ハ
地
方
會
議

コ
レ
ヲ
保
障

ス
…
…
」
と
あ
る
。

か
く
の
如
き
自
治
の
主
義
は
、
ナ
チ
ス
地
方
制
を
通
じ
て
の
み
考
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン

自
治
と
根
本
的
に

異
る
も
の
で
あ
る
、
シ

ュ
タ
イ
ン
自
治
は

一
窯
汲
に
依
る
目
治
で
は
な
い
、
國
と
黛
と
を
統

一
し
、
蕪

の
行
政
協
力
と
人
民

の
行
政

協
力
と
を
混
交
し
以
て
こ
れ
を
自
治
と
唱
え
る
如
き
も
の
で
な
い
。

こ
曳
に
、
シ
ユ
タ
イ
ン
自
治
、
と
ナ
チ
ス
地
方
制
の
本
質
的
差
異
が
存
す
る
。

第
二
に
、
ナ
チ

ス
地
方
制
ぱ
反
個
人
主
義
を
基
調
と
す
る
こ
と
、
ナ
チ
ス
國
家
観
念
が
反
個
人
、王
義
的
思
想
に
根
擦
づ
け
ら
れ
る

勘

こ
と

は

、

屡

よ
指

摘

さ
れ

る
處

で
あ

る

が
、

こ

の
関
係

は
、

ナ

チ

ス
地
方

制

に
於

い
て

も

亦

み

ら
れ

る
庭

で
あ

る
、

ナ

チ

ス
地

方

制



は
個
人
主
義
的
思
想
に
根
本
的
反
対

の
立
場
を
と
り
、
集
團
的
共
同
罷
そ
の
も
の
を
尊
重
し
て
以
て
個
人
た
る
公
民

(
B
u
r
g
e
r

)
を

斥
け
て
ゐ
る
、
即
ち
、
個
人
た
る
公
民
の
行
政
参
加
は
唯
ゝ

地
方
會
議
及
び
副
會
議
に
於
け
る
協
議

(
M
i
t
b
e
r
a
t
u
n
g

)
に
の
み
こ
れ

を
制
限
し
て
ゐ
る
、
し
か
も
、
そ
の
地
方
會
議
は
從
來
の
市
町
村
會
に
代
つ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
會
議
員
は
ナ
チ
ス

窯
代
理
者
に
依
つ
て
選
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(第
五
一
條
)
、

叉
副

會

議
は
特
定
事
項
の
協
議

の
た
め
に

首

長

に
よ
つ
て

地
方
會
議
々
員
及
び
公

民
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
者
を
以
て
組

織
さ
れ
て
ゐ
る

(
第
五
八
條
)
、
雨
會
議
の
協
議
に
際
し
て
、
地

方
團
罷
の
責
任
は
、
一
般
に
ナ
チ
ス
窯
代
理
者
の
提
案
に
基
き
、政
府
に
よ
つ
て
選
定
さ
れ
た

首

長

そ

の
も
の
に
露
し
、
個
々

の
個
人
た
る
公
民
に
は
存
し
な
い
、
即
ち
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於

い
て
基
調
と
す
る
所
は
集
團
主
義
そ
の
も

の
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
窯

そ
の
も
の
で
あ
る
、
從

つ
て
、
こ
製
に
於
い
て
は
個
人
た
る
公
民
を
殆
ど
顧
み
る
絵
地
を
持
つ
て
ゐ
な
い
と

い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

こ
れ
に
反
し
、

シ
ュタ
イ
ン
市
制
は
個
人
主
義
的
思
想
に

一
つ
の
重
要
な
根
擦
を
持

つ
て
ゐ
る
、

シ
ュタ
イ

ン
は
都
市
の
國
家
的
後

見
を
廃
止

し
、
公
民

の
受
働
的
地
位
を
変

へ
て
能
働
的

・
責
任
的
地
位
た
ら
し
め
、
團
體

的

自
治
に
よ
つ
て
、
共
同
團
體

た

る
地
方
團
體

の
運
命
を
公
民
の
手
に
握
ら
し
め
る
に
至

つ
た
が
、
そ
れ
は
、
疑
ひ
も
な
く
個
人
的
自
由
と
緊
密
な
結
合
を
持

つ
て
ゐ

た
、
か
く
の
如
く
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
は
、

園

艦

的

思
想
の
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
た
に
し
て
も
、
シ
ュ
タ
イ
ン

に
於
い
て
、

そ
の
か
く
あ
ら
し
め
た
力
は
個
人
的
公
民
そ
の
も
の
で
あ

つ
た
、
個
入
的
公
民
の
教
養
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
國
家
的
公
民
即
ち
國
民

鋤

た

ら

し

め

る

こ

と

が
、

シ
ュ
タ

イ

ン
市

制

の
眼

目

で

あ

つ
た
、

シ
ュ
タ

イ

ン
市

制

の
上
論

に
、

公

民
團
體

の
行
政

へ
の
現
實

的
参

加

の

緊

要

を
認

め
、

住

民
團
體

に

法
律

上
輩

固

な

結
合

黙

を

形
成

せ

し

め
、

こ

の
公

民

的
参

加

に

よ

つ
て

、

公

民

の
共

同

意

識

を

高
揚

し

シ
ュ
タ
イ
ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思

想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第
六
春

第

二
號

九
九
)

四

三



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第

六
巻

第

二
號

一
〇
〇
)

四
四

保

持

せ

ん

と

し

た

の
は

、

す

ぺ

て
個

人

主

義

的

思

想

を
基

調

と
し

た

も

の

と

云

へ
る
。こ
ゝ
に

、
シ
ュ
タ
イ
ン

市

制

と

の
差

異

を

認

め

得

る

。

第

三

に

、

ナ

チ

ス
地

方

制

は

指

導

主

義

に
よ

る

こ

と
、

ナ

チ

ス
國

家

観

念

が
指

導

主

義

(
F
u
h
r
e
r
p
r
i
n
z
i
p

)

を

以

て

貫

か

れ

る

こ

脇

と
ば
既
に
明
か
な
所
で
あ
る
が
、
こ
の
指
導
主
義
は
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
も
亦
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

元
來
、
獨
逸

に
於
け
る
自
治
権

の
獲
達
史
を
み
れ
ば
、
支
配
主
義

(
H
e
r
r
s
c
h
a
f
t
s
p
r
i
n
z
i
p

)
と
團
罷
主
義

(
G
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
 
t
s
p
r
i
-

輸

n
z
i
p

)
と
が
相
闘
つ
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
、
中
世
時
代
に
於

い
て
は
都
市
に
対
し
完
全
な
自
治

が
與

へ
ら
れ
た
が
、
專

制
時
代
に
於

い
て
は
そ
の
自
治
が
制
限
せ
ら
れ
都
市
は
殆
ど
國
の
螢
造
物
と
な
つ
た
、
第
十
九
世
紀
當
初

シ

ュ
タ
イ
ン
に
於
い
て
都

市

の
自
由
と
独
立

と
が
復
活
さ
れ
團
體

主
義
が
力
強
く
樹
立
さ
れ
て
來
た
が
、

一
八
三

一
年
の
市
制
に
於

い
て
は
再
び
支
配
主
義
が

覇
を
唱
え
る
に
至
つ
た
、
し
か
る
に
近
來
特
に
欧
洲
大
戦
以
後
に
於
い
て
は
、
支
配
主
義
も
亦
團
體

主
義
も
、
欧
洲
大
職
の
直
接
的

励

影
響
を
う
け

て
寧
ろ
不
信
任
的
取
扱
を
う
け
る
に
至
り
、
寛
に
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
は
、
支
配
主
義

と
団
体

主
義
と
を
揚
棄鋤

し
て
指
導
主
義
を
樹
立
し
た
、
從
つ
て
、
そ
の
結
果
、
從
來
の
よ
う
に
支
配
主
義
と
團
體
主
義
と
の
対
立

は
著

し
く
減
ぜ
ら
れ
た
。

指
導
主
義
が
地
方
制
上
採
用
さ
れ
た
結
果
、
地
方
團
體

の
意
思
構
成
と
執
行
と
が
唯

一
人
に
麟
し
、
從

つ
て
從
來
存
在
し
て
ゐ
た

地
方
行
政
の
諸
型
態
は
悉
く
魔
止
せ
ら
れ
、
名
岩
職
首
長
に
依
る
指
導
も
亦

團

罷

的

な
要
素
即
ち
公
民
團
體

の
協
働
も
全
く

排
除
さ
れ
た
、
名
誉
職
に
依
る
指
導
と
公
民
の
協
働
と
は
從
來
自
治
の
重
要
な
要
素

と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
今
や
、
公
民
の
協
働
は
、
指

導
主
義
に
從
つ
て
地
方
團
腿
首
長
の
岡
有
の
責
任
的
協
議
に
置
き
換

へ
ら
れ
、
協
議
の
た
め
に
選
任
さ
れ
た
公
民
は
、
從
來
の
よ
う



に
首
長
に
劃
立
し
て
統
制
的
代
表
議
會
を
組
織
せ
す
に
、
首
長
と
共
に
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
統

一
的
目
的
を
追

求
し
て
活
動
す
る
も

の
と
な
つ
た
、
即
ち
、
指
導
主
義
の
下
に
立

つ
首
長
の
無
制
限
的
責
任

の
原
則
は
、
更
に
、
首
長
任
命
の
方
法

(
第
六
條
い、
首
長
監

督
の
方
法

(
第
一
〇
六
條
以
下
)
、
首
長
と
党
と
の
関
係

(第
三
三
條
)
及
び
公
民
團
罷
に
対
す

る
関
係

(
第
四
八
條
以
下
)
に
於
い
て
あ

鋤

ら
は
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
き
指
導
主
義
は
ナ
チ
ス
地
方
制
の
考
案
に
依
る
も
の
で
あ

つ
て
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
作
出
し
た
も
の
で
な
い
。

第
四
に
、
公
民
の
責
任
が
輕
減
さ
れ
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於

い
て
の
首
長
の
掌
る
行
政
事
務
は
人
民
を
代
表
す
る
ナ
チ
ス

黛
と
國
と
の
合
意
に
依
つ
て
、
國
の
官
庁
か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
軍
に
國
家
行
政
の
行
政
技
術
的
地
方
分
椹
に
依
つ
て

鋤

配
分
さ
れ
た
も

の
で
な
い
、
そ
こ
で
、
首
長
は
地
方
.
団
体に
於
い
て
國
の
独
立
的
細
胞
と
し
て
行
政
し
、
こ
の
行
政
に
対
し

て
は
法

律
上
國
家
に
対
し

て
の
み
責
任
を
持
ち
、唯

玄
内
部
的
に
指
導
者
的
立
場
か
ら
公
民
、
團
體に
対
し
責
任
を
負
ふ
に
止
ま

つ
て
ゐ
る
、し

か
も
、

一
面
、
ナ
チ
ス
賞
…代
理
者
に
依
つ
て
選
任
さ
れ
た
地
方
會
議

々
員
は
唯

二
協
議
椹

の
み
を
持

つ
て
、
何

等
決
定
的
表
決
継
を

持
た
な
い
が
故
に
、
公
民
団
体

の
責
任
は
根
本
的
に
輕
減
さ
れ
て
ゐ
る
、
叉
、

一
般
的
に
云

へ
ば
、
責
任
は
す
べ
て
國
家
に
移
譲
せ

語

ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
す
べ
て
の
公
共
行
政
に
対
す

る
最
終
的
責
任
は
國
家
の
み
こ
れ
を
負
ふ
と
い
ふ
組
織
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
に
於
い
て
は
、
人
民
の
公
共
行
政

へ
の
直
接
参
加
に
依
つ
て
、
人
民
の
責

任
を
し
て
著
し
く
増

大
せ
し
め
て
ゐ
る
、
即
ち
、
人
民
の
責
任
を
し
て
著
し
く
増
大
せ
し
め
る
こ
と
に
依
り
、
人
民
の
國
家
意
識
を
高
揚
し
、
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建
を
計
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

シ
.一
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市

制

の
根

本

思
想

と

ナ
チ

ス
地

方

制

(
宇
賀

出
)

(
第

六
巷

第

二
號

一
〇

一
)

四

五



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想
と

ナ
チ

ス
地
方
制

(
宇
賀

田
)

(
第
六
釜

第

二
號

一
〇

二
)

四
六

こ
の
點

に
於

い

て
、

ナ
チ

ス
地

方

制

と
、

シ
ュ
タ

イ

ン
市

制

と
は
根

本

的

に
相

異

す

る
虚

を
持

つ

て
ゐ

る
。

第

五

に
、

ナ

チ

ス
地

方

制

は

監

督

椹

を
張

化

し

た

こ
と

、

ナ

チ

ス
地

方

制

が
指

導

主

義

に
依

つ
て
支

配

せ

ら
れ

る
結

果

、

地
方

團

鋤

艦
に
対
す

る
國
と
黛
と
の
監
督
樺

が
張
化
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
、

ナ
チ
ス
地
方
制

に
於
け
る
監
督
権
は
國
と
窯
と
の
二
重
監

督
権
で
あ
つ
て
、
國
の
監
督
は
主
と
し
て
地
方
團
體

そ
の
も
の
に
対
し

て
向
け
ら
れ
、
電
…の
監
督
は
主
と
し
て
地
方
團
罷
機
關
特
に

首
長
に
対
し

て
向
け
ら
れ
る
。

從
來
、
地
方
團
體

に
対
す

る
國
の
監
督
椹
は
各
州
に
所
属
し
て
ゐ
た
が
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
こ
れ
を
悉
く
稠
逸
帝
國
政
府
そ
の
も

の
に
掌
握
し
た

(第
八
條
第
一
項
)
、
地
方
団
体

に
対
す

る
監
督
は
軍
に
法
律
を
以
て
認
め
ら
れ
た
自
治
の
限
界

を
監
観
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
進
ん
で
、

「
地
方
團
體

ノ
権
利

ヲ
保
護

シ
ソ
ノ
義
務
ノ
展
行
ヲ
確
保
ス
」

(第
八
條
第
二
項
)
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
監
督

の
根
本
的
内
容
と
そ
の
本
質
は
、
第
百
六
條
が
こ
れ
を
定
め
て
ゐ
る
、
こ
れ
に
依
れ
ば
、
地
方
團
體

の
監
督
は
地
方
團
體

が
法
律
の

定
む
る
所
と
國

の
指
導
す
る
目
的
と
に

一
致
し
て
行
政
さ
れ
る
よ
う
に
監
視

さ
れ
叉
帝
意
せ
ら
れ
る
に
あ
り
、
た
野
こ
の
場
合
に
於

い
て
も
地
方
團
體

の
監
督
は
、
地
方
行
政
の
決
定
力
及
び
責
任
感
が
増
大
す
る
よ
う
に
、
決
し
て
こ
れ
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
、
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
せ
ら
る
、
從
つ
て
、監
督
官
庁

は
首
長
の
決
定
叉
は
命
令
が
法
律
に
反
す
る
場
合
は
勿
論
、國
指
導

の
目
的

に
反
す
る
場
合
に
於

い
て
も
亦
、
こ
れ
を
展
止
し
、
更
に
、
適
當
な
手
段

が
な
し
得
ら
れ
る
よ
う

に
要
來
す
る
こ
と
が
出
來
る

(第

一
〇
九
條
)
、

の
み
な
ら
す
、
そ
の
他

の
多
く
の
手
段
を
も
と
り
得

る
も
の
と
さ
れ
る

(
第

=

∩
條
以
下
)
、
し

か
も
、
こ
れ
ら
の
場

合
に
於
い
て
、

地
方
團
體

が
國
の
監

督

椹
に
対
し

て
孚
ふ
手
段
は
唯
ゝ

訴
願
の
み
で
あ
つ
て
、

行
政
訴
訟
を

認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い



ゆ

(
第
一
=
二
條
)
が
如
き
は
著
し
く
自
治
椹
を
制
限
し
た
と
共
に
、
國

の
監
替
椹
を
強
化
し
た
鮎
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
党

の
地
方
團
體

に
対
す

る
監
督
樺
ば
、
党

と
國
と
が
統

一
せ
ら
れ
た
現
歌
に
於

い
て
は
、
國
の
監
督
権
と
共
に
並
び
行
は

れ
て
ゐ
る
が
、
特
に
、
地
方
團
體

の
機
關
に
対
し

て
行
は
る
、
即
ち
、
ナ
チ
ス
窯

の
代
理
者
は
首
長
、
助
役
及
び
地
方
會
議
員

の
任

冤
の
外
に
、
首
長

の
條
例
制
定
及
び
名
誉

公
民
権
並
び
に
名
饗
記
章

の
授
與

に
就
い
て
こ
れ
に
同
意
を
與

へ
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
、

(
第
三
三
條
第

一項
)
た

ぼ
こ
の
場
合
に
於

い
て

ナ

チ

ス
窯
代
理
者
の
同
意
を
得
な

い
場
合
に
於

い

て
は
、

監
督
官
庫
…叉
は
國
監

(
R
e
i
c
h
s
s
t
a
t
t
h
a
l
t
e
r

)
に
対
し

、
行
政
救
濟
を
求
め
得
ら
る

(第
三
一二
條
第
二
項
)
。

か
く
の
如
き
監
督
権
の
強
化
は
、

シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
於
い
て
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
の
み
な

ら
す
、
寧
ろ
反
対

に
、

シ
ュタ
イ
ン
市
制
に
於

い
て
は
國
の
後
見
的
監
督
を
排
除
し
、
地
方
團
體

の
自
主
化
を
尊
重
し
た
の
で
あ
る
。

第
六
に
、
地
方
團
罷
機
關
が
政
党

化
さ
れ
た
こ
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
獨
逸
に
於

い
て
は
、
國

と
黛
と
が
統

一
せ
ら
れ

鋤

た
結
果
、
國
が
政
党
化
し
、從
つ
て
叉
地
方
團
體

が
政
党

化
す
る
こ
と
は
元
よ
の
當
然
で
あ
る
、
從

つ
て
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於

い
て

は
、
地
方
自
治
の
政
党
化
を
排
除
す
べ
し
と
の
主
張
は
全
然
否
認
せ
ら
れ
て
、
反
対

に
、
地
方
自
治
の
政
党

化
が
公
然
に
行
は
れ
て

ゐ
る
。

節

ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
い
て
の
政
党
化
は
、
特
に
人
的
組
織
の
瓢
に
著
し
い
、
即
ち
、
首
長
、
助
役
は

一
般

に
ナ
チ
ス
窯
代
理
者
の

提
案
に
基

き
政
府
に
依

つ
て
選
定
せ
ら
れ

(第
四
一
條
)
、
奮
來
の
地
方
議
會
の
代
り
に
置
か
れ
た
地
方
會
議

の
構
成
員
は
同
じ
く
ナ

チ
ス
窯
代
理
者
に
依
つ
て
選
任
せ
ら
れ

(第
五
一
條
)
、
副
會
議
の
構
成
員

の
み
は
首
長
に
依
つ
て
任
命
せ
ら

る

(第
五
八
條
)
、
た
穿

シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
㍉
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(第
六
巷

第
二
號

一
〇
三
)

四
七



シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
畝
地
方
制

(
宇
賀
田
)

(
第

六
巻

第

二
號

一
〇
四
)

四
八

こ

れ

ら

の
場

合

に
於

い

て
、

首

長

、

助

役

の
選

定

に
際

し

ナ

チ

ス
蕪

代

理

者

の
提
案

は

地

方

會

議

々
員

の
協

議

を

條

件

と

し

、

地

方

ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
ワ
ト
リ
ツ
ヒ

會
議
々
員

の
選
任
に
際
し
て
は
首
長
と
の
合
意
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
、
即
ち
、
從
來
の
如
く
團
體

的

自
治
に
於
い
て
、

選
基
に
依
り
下
か
ら
上
へ
の
組
織
を
と
つ
た
黙
及
び
こ
の
組
織
に
基
い
て
の
諸
機
關
に
対
し

・公
民
が
決
定
的
協
議
権
を
持
ち
得
た
鮎

は
、
今
や
完
全
に
排
除
さ
れ
て
、
地
方
會
議

の
協
議
権
も
首
長
の
聴
取
権
も
亦
副
倉
議
の
協
議
椹
も
法
律
上
何
等
決
定
的
意
義
を
持

錨

ち
得
な
い
、
い
は
ビ
從
來
の
團
體
自
治
的
構
成
は
完
全
に
破
壌
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
こ
と
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制
に
於

い
て
は
、
絶
対

に
こ
れ
を
求
め
得
な
い
所
で
あ
る
。

以
上
の
六
つ
の
黙
を
通
じ
て
み
る
と
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
と
全
く
異
つ
た
形
式
及
び
内
容
を
持
つ
こ
と
が
明
か

腸

で
あ
る
、
両
者

の
間
に
は
、
相
互
に
類
似
し
た
何
も
の
を
も
殆
ん
ど
み
い
だ
し
難

い
、
從
つ
て
、
ナ
チ
ス
地
方
制
を
以
て
、

シ
ュ
タ

イ

ン
市
制
の
典
型
的
表
現
で
あ
る
と
な
す
が
如
き
は
、
寧
ろ
シ
ュ
タ
イ
ン

市
制
を
冒
漬
す
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ナ

チ
ス
地
方
制
上
論
に
於
い
て

「
地
方
自
治
ノ
創
始
者
、
國
宰
相
シ
ュ
タ
イ
ン

ノ
眞
精
神

二
於
イ
テ
」
と
い
ふ
の
は
、
唯
ゝ

名
目
的
に

の
み

シ
ュ
タ
イ
ン
を
借
用
し
た
に
止
ま
つ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
自
治
精
神

と
そ
の
組
織
と
を
承
縫
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
難
い
。

が
、
し
か
し
乍
ら
、

一
面
か
ら
こ
れ
を
云

へ
ば
、
ナ
チ
ス
地
方
制
は
、
從
來
の
地
方
自
治
に
於
け
る
宿
弊

の
根
源
と
も
云
ふ
べ
き

謝

責
任
の
所
在
の
不
明
瞭

に
対
し

て
、
明
確
な
責
任
主
義
を
樹
立
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
貼
で
あ
る
、
が
、
そ
の
黙
に
於

い
て
も
、
ナ
チ
ス
地
方
制
に
於
け
る
責
任
主
義

の
樹
立
は
、

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
の
上
を
跳
躍
し
た
も
の
で
な

く
し
て
、
単
に

シ
ュ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
の
蹟
充
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。



即

ち
、
地
方
團
體

は
、
(
a
)
権
利
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
地
方
團
體

は
権
利
能
力
を
有
す

る

人
と
し
て
人
格
権
及

び
財
産
権
を
有
す

る
(
i
)
人
格
権
は
名
稻
、
印
章

、
紋
章
及

び
旗
章

に
關
す
る
権

で
あ

る
、

(
第

一
〇
、
第

一
一
條
)
(
"11
)

財
産
禮

に
就

て
は
私
人
と
原
則
的
に
等
し

い
が
、

一
つ
は
事

の
性
質
上
、

一
つ
は
特
別

の
規
定
上
、
財
産
椹

の
制
限
が
存
し

て
ゐ
る

(
第

六
二
、

第
七
六
、
第

七
九
、
第

八
六
條
)
、
(
b
)
意
思
能
力
及
び
行
爲
能
力
を
有
す

る
こ
と
、
地
方
団
体

は
そ

の
事
務
範
囲

に
於

い
て
意
思
し
行
爲
す
る
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能
力
を
有
す
る
、
從

つ
て
、
例

へ
ば
地

方
団
体

が
契
約
に
依

つ
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
手
形
法
の
意
義
に
於

い
て
支
払

能
力
を
有
す

る
.

地
方
團
體

の
機
關

の
行
爲
は
直
接
に
地
方
團
體

を
義
務
づ
け

る

(
獨
逸
民
法
第

一
六
四
條
)
地
方
團
體

の
機
關
は
地
方
制
上
任
命
さ
れ
た
地
方
團

膿

の
代
表
者
、

即
ち

首

長

第

一
助
役
及
び
他

の
助
役
で
あ

る
、
地
方
團
體

の
た

め
に
な
し
た
行
爲

に
就

い
て
地
方
團
體

機
關

に
依

つ
て

惹
起
さ
れ

た
過
失
は
當
該
地
方
團
體

の
過
失

で
あ
る
、
從

つ
て
、
特
定

の
條
件

の
下

に
あ

つ
て
は
地
方
團
體

の
機
關

の
行
爲

に
対
し

て
地
方
團
鐙

の
責
任

が
生
ず
る
(
c
)
當
事
者
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
地
方
團
豊
は
當
事
者
能
力
を
有
し
或
は
原
告
或
は
被
告
た
り
得
ら
れ
る
、

こ
の
場

合
地
方

団
体

の
機
關

た
る
首
長

が
地
方
團
鶴

の
た

め
の
當
事
者
能
力
を
有
す
る
も

の
で
な
く
、
從

つ
て
原
告

も
亦
被
告
も
首
長
そ

の
も

の
が
當

る
の
で
は

な
く
し

て
、
地
方
團
體

そ
の
も

の
が

こ
れ
に
當

る
.
し
か
し
、
地
方
團
體

は
訴
訟
能
力
を
有
し
な

い
、
即

ち
地
方
團
體

は
自
己

の
固
有

の
名

に
於

い
て
叉
は
そ
の
選
任
し
た
訴
訟
委
任
者

に
依

つ
て
法
律
を
行

ふ
こ
と
を
得
な

い
、
訴
訟
上
の
行
爲
に
就

い
て
は
、
そ
の
法
律

上
の
代
表
者

た
る
首

長

が
こ
れ
を
行

ふ
べ
き

も
の
と
す

る
。

拙
稿

「
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」
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杉
村
章
三
郎
教
授

「
獨
逸
の
統

一
市
町
村
制

に
つ
い
て
」
國
家
學
會
雑
誌
、
第

四
九
巷
第

一
一
號

一
二

一
頁
以
下

シ
・タ
イ
ン
の
生
涯
を
通
じ
、
シ
・タ
イ
ン
市
制
の
根
本
思
想
を
み
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
自
治
の
型
態

が
い
か
な
る
意
義
を
持
ち
、

叉
持
つ
べ
き
で
あ
る
か
穿
明
か
に
さ
れ
る
、
實
に
、
シ
ュ
ク
イ
ン
市
制
は
獨
逸
都
市
の
根
本
的
改
革
を
齎
し
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、

獨
逸

復
興
の
基
礎
的
工
作
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
從

つ
て
、
そ

の
根
本
思
想
が
獨
逸

的
精
神

に
擦
つ
た
か
、
若
く
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命

に
學
ん
だ
か
は
、
行
政
法
上
か
ら
は
必
す
し
も
重
大
な
黙
で
は
な
い
が
、
獨
逸
國
民
の
思
想
上
か
ら
は
極
め

て
注
目
す
べ
き
黙
で

あ
る
、
た

ゴ
そ
の
い
つ
れ
の
観
点
に
立
つ
に
し
て
も
、
自
治
制
の
採
用
は
、
國
家
磯
展
の
た
め
の
基
本
的
條
件

で
あ
る
こ
と
を
牢
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
均
し
く
、
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建
の
目
的
を
持
つ
と
稻
し
乍
ら
、

ナ
チ
ス
地
方
は
シ

ュ
タ
イ
ン
市

制
と
根
本
的
に
異

る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
、
從
つ
て
、
か
く
の
如
き
ナ
チ
ス
地
方
制
が
、

シ
ュ
ク
イ
ン
市
制
に
依
つ
て
獲
得
し
た
庭
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の
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建
を
再
び
實
現
し
得
ら
れ
る
や
否
や
甚
だ
し
く
疑
問
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
ナ
チ
ス
地
方
制
が
、
自
治
観
念

の
根
本
的
転
回

を
な
さ
し
め
る
こ
と
に
依
り
、
鼓
に
、
ナ
チ

ス
的
自
治
を
創
造
し

て
以
て
、.
ナ
チ
ス
的
自
治
の
實
現
を
企
圖
す
る
場
合
に
は
、
從
來
の
自
治
に
対
し

て
求
め
得
な
か
つ
た
處

の
も

の
を
實
現
し
得
る
で

あ
ら
う
こ
と
は
豫
測
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
が
、
し
か
し
、
か
く
の
如
き
自
治
は
、
も
は
や
、
シ
ュタ
イ
ン
及
び
シ
ュ
タ
イ
ン
市
制

に
於
い
て
の
自
治
た
り
得
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
唯
ゝ

そ
こ
に
、
新
な
る
自
治
型
態
に
対
し
若
干
の
暗
示
を
與

へ
る
で
あ

ら
う
こ
と
が
考

へ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

Ω
輪
岡
、
昭
和
十

一
年

三
月
十
日
)

シ
ュ
タ
イ

ン
、

シ
ェ
タ
イ

ン
市
制

の
根
本
思
想

と
ナ
チ

ス
地
方
制

(
字
賀

田
)

(
第

六
巷

第

二
號

一
〇
九
ノ

五
三


